




こ
の
ま
ち
を
形
成
し
て
い
る
の
は
、

層
の
よ
う
に
重
な
り
合
う
多
様
な
文
化
。

そ
れ
は
複
雑
か
つ
難
解
で
あ
り
な
が
ら
も
、

ま
だ
見
ぬ
世
界
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
宝
な
の
だ
ろ
う
。
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平
戸
、長
崎
、島
原
半
島
、外
海
、そ
し
て
五
島
列
島
へ
、

海
外
交
流
と
信
仰
の
歴
史
を
紐
解
く
旅
に
出
る
。

無
数
に
あ
る
宝
と
宝
を
つ
な
い
で
、

ひ
と
つ
の
答
え
に
た
ど
り
着
く
。

ようこそ、長崎のミュージアムへ
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海
外
交
流

古
代
か
ら
、海
の
道
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
き
た
海
外
貿
易
。

各
地
の
入
り
江
に
は
港
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、ま
ち
は
活
気
づ
く
。

や
が
て
訪
れ
た
鎖
国
期
に
も
、

長
崎
は
国
際
貿
易
都
市
と
し
て
繁
栄
を
極
め
た
。



信
仰
の
足
跡

海
の
道
が
も
た
ら
し
た
も
の
、そ
の
中
に
は
宗
教
が
含
ま
れ
る
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ・
ザ
ビ
エ
ル
の
布
教
を
機
に
始
ま
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
。

受
洗
し
た
人
々
は
、禁
教
の
世
が
訪
れ
る
こ
と
を
知
る
由
も
な
か
っ
た
。
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松
浦
史
料
博
物
館
・
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館

平
戸
市
生
月
町
博
物
館
・
島
の
館

1828

平
戸・生
月

海
の
道
が
も
た
ら
し
た
繁
栄
と
信
仰

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

大
浦
天
主
堂　
キ
リ
シ
タ
ン
博
物
館

長
崎
県
美
術
館

506274

長
崎
市

異
文
化
と
出
会
っ
た
ま
ち

有
馬
キ
リ
シ
タ
ン
遺
産
記
念
館

島
原
半
島

キ
リ
シ
タ
ン
か
ら
届
く
メ
ッ
セ
ー
ジ

長
崎
市
外
海
歴
史
民
俗
資
料
館

長
崎
市
外
海
地
区

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
原
風
景
が
残
る

五
島
観
光
歴
史
資
料
館

88114

五
島
列
島

130

キ
リ
ス
ト
教
史
に
名
を
残
し
た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
た
ち

12

年
表　

海
外
交
流
の
歴
史
と
キ
リ
ス
ト
教
史

エ
リ
ア
マッ
プ

156158

心
安
ら
ぐ
祈
り
の
島

平
戸
の
ア
ゴ
漁（
平
戸
市
）

サ
ン
ト・ド
ミ
ン
ゴ
教
会
跡
資
料
館（
長
崎
市
）

長
崎
く
ん
ち（
長
崎
市
）

卓
袱
料
理
と
長
崎
検
番（
長
崎
市
）

フ
ェス
テ
ィ
ビ
タ
ス　

ナ
タ
リ
ス（
南
島
原
市
）

具
雑
煮（
島
原
市
）

カ
ンコロ（
長
崎
市
外
海
地
区
）

堂
崎
天
主
堂（
五
島
市
）

五
島
の
き
び
な
ご（
五
島
列
島
）

38607072100102118138146

受
け
継
が
れ
る
心

か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
里　

春
日
集
落
へ（
平
戸
市
）

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館 

学
芸
員 

深
瀬
さ
ん
と
往
く　

三
つ
の
居
留
地

〜
出
島
・
唐
人
屋
敷
跡
・
旧
外
国
人
居
留
地
〜（
長
崎
市
）

潮
風
を
感
じ
な
が
ら
絶
景
に
出
会
う

南
島
原
オ
ルレ（
南
島
原
市
）

ド・ロ
神
父
の
愛
が
語
り
継
が
れ
る

出
津
集
落
を
め
ぐ
る（
長
崎
市
外
海
地
区
）

久
賀
島
を
訪
ね
て（
五
島
市
）

4080120140 106

営
み
に
出
会
う
旅

ようこそ、長崎のミュージアムへ
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キ
リ
ス
ト
教
史
に
名
を
残
し
た

絵
、
石
橋 

澄
外
海
の
人
々
を
救
っ
た

人
類
愛

最
初
に
吹
き
荒
れ
た

禁
教
の
嵐

キ
ー
パー
ソ
ン
た
ち

開
港
都
市・

長
崎
の
礎
を

築
い
た

　

島
原
半
島
を
支
配
す
る
肥
前
有
馬
家
の

当
主
。一
五
八
〇
年
に
洗
礼
を
受
け
キ
リ

シ
タ
ン
大
名
に
。秀
吉
の
禁
教
令
に
よ
っ
て

迫
害
の
風
が
吹
き
荒
れ
た
こ
ろ
、自
領
に
多

く
の
宣
教
師
や
キ
リ
ス
ト
教
の
教
育
施
設

を
受
け
入
れ
、日
野
江
城
を
拠
点
と
す
る

彼
の
領
地
は
さ
な
が
ら
キ
リ
シ
タ
ン
王
国
の

よ
う
で
あ
っ
た
。一
五
八
二
年
に
大
村
純
忠
、

大
友
宗
麟
と
と
も
に「
天
正
遣
欧
使
節
」を

ヨ
ー
ロッ
パへ
派
遣
。晩
年
に
甲
斐
へ
追
放
さ

れ
処
刑
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た「
岡
本

大
八
事
件
」は
、江
戸
幕
府
の
厳
し
い
禁
教

政
策
に
つ
な
が
っ
た
。

有
馬
晴
信

一
五
六
七 

│ 

一
六
一
二

秀
吉
の

禁
教
令
を
お
そ
れ
ず

自
領
に
受
け
入
れ
た

　

一
八
六
八
年
に
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
神
父
に
伴
わ

れ
長
崎
へ
。浦
上
四
番
崩
れ
の
大
迫
害
の
嵐
の

中
、石
版
印
刷
の
技
術
を
使
って「
大
浦
天
主
堂

版
」と
呼
ば
れ
る
教
理
書
を
印
刷
し
宣
教
を
続

け
た
。禁
教
令
が
解
か
れ
た
後
は
一
八
七
九
年

に
外
海
地
区
の
主
任
司
祭
に
着
任
。貧
し
さ
に

瀕
し
て
い
た
外
海
の
人
々
に
驚
き「
魂
と
と
も

に
肉
体
も
助
け
る
」と
私
財
を
投
げ
う
っ
た
。

神
父
が
取
り
組
ん
だ
の
は
教
会
建
設
を
は
じ
め

授
産
、福
祉
、教
育
、農
業
振
興
と
多
岐
に
わ
た

る
。来
日
以
来
四
十
六
年
、故
郷
フ
ラ
ン
ス
の
土

を
踏
む
こ
と
な
く
愛
す
る
外
海
の
地
に
眠
る
。

ド
・ロ
神
父

一
八
四
〇  

│ 

一
九
一
四

　
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
宣
教
師
。ま
だ

禁
教
令
下
に
あ
る
一
八
六
三
年
に
長
崎

へ
赴
任
。居
留
地
に
住
む
外
国
人
の
た
め

の
教
会
の
建
立
を
任
さ
れ
、翌
年
完
成

さ
せ
る
。「
天
主
堂
」と
日
本
語
で
掲
げ

た
そ
の
心
に
は
、二
百
五
十
年
の
迫
害
を

越
え
て
日
本
に
キ
リ
シ
タ
ン
の
子
孫
が

残
っ
て
い
る
の
で
は
と
の
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
た
。浦
上
信
徒
と
の
出
会
い
は

「
信
徒
発
見
」と
し
て
宗
教
史
上
の
奇
跡

と
さ
れ
た
。そ
の
後
も
日
本
人
司
祭
の

育
成
、教
理
書
な
ど
の
翻
訳
に
尽
力
。生

前
の
遺
志
に
よ
り
大
浦
天
主
堂
の
地
下

に
埋
葬
さ
れ
た
。

プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
神
父

一
八
二
九 

│ 

一
八
八
四

　

幕
府
・
老
中
の
支
配
下
に
あ
る
遠
国
奉
行
の
一
つ
で
あ
る
が
、

「
長
崎
」と
い
う
ま
ち
の
性
質
上
、他
に
は
な
い
特
有
の
任
務
が
あ
っ

た
。大
き
な
二
つ
は「
キ
リ
シ
タ
ン
取
り
締
ま
り
」と「
貿
易
統
制
」

で
あ
る
。百
二
十
七
人（
諸
説
あ
り
）の
歴
代
奉
行
の
中
で
も
竹
中

重
義
な
ど
初
期
の
奉
行
は
、過
酷
な
拷
問
で
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン

を
棄
教・殉
教
さ
せ
た
。長
崎
奉
行
は
他
に
行
政・司
法・外
交・軍

事
全
般
を
担
い
、貿
易
や
異
国
人
の
扱
い
な
ど
様
々
な
分
野
に
お

け
る
高
い
行
政
能
力
が
必
要
と
さ
れ
た
。島
原・天
草
一
揆
を
き
っ

か
け
に
奉
行
は
長
崎
に
常
駐
す
る
よ
う
に
な
り
、複
数
任
命
制
で

貿
易
の
不
正
な
ど
な
い
か
互
い
を
見
張
る
仕
組
み
が
と
ら
れ
た
。

長
崎
奉
行

　

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
・
小
西
行
長
の
家

臣・益
田
甚
兵
衛
の
息
子
。「
差
し
伸
べ

た
手
に
留
ま
っ
た
鳩
が
キ
リ
シ
タ
ン
の
経

典
が
入
っ
た
卵
を
産
ん
だ
」「
学
ば
ず
し

て
読
み
書
き
が
で
き
た
」「
海
の
上
を
歩

い
た
」と
いっ
た
不
思
議
な
伝
説
が
あ
り
、

神
童
と
う
た
わ
れ
十
代
で「
島
原・天
草

一
揆
」の
総
大
将
に
推
さ
れ
た
。一
六
三

七
年
に
起
こっ
た
一
揆
は
、農
民
の
多
く

が
キ
リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
四
郎

の
存
在
は
一
揆
軍
の
精
神
的
支
柱
と

な
っ
た
。終
結
後
、討
ち
取
ら
れ
た
四
郎

の
首
は
長
崎
に
運
ば
れ
出
島
対
岸
に
さ

ら
さ
れ
た
と
い
う
。

天
草
四
郎

一
六
二
二
頃 

│ 

一
六
三
八

　

織
田
信
長
の
死
後
、権
勢
を
継
ぎ
天
下
統
一
を
果
た
す
。最
初

は
信
長
に
な
ら
い
キ
リ
ス
ト
教
に
好
意
的
だ
っ
た
が
、宣
教
師
の
政

治
へ
の
介
入
、キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
勢
力
増
大
、長
崎
が
教
会
領
と

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
疑
心
を
つ
の
ら
せ
る
。一
五
八
七
年
に
突

然
発
布
さ
れ
た「
伴
天
連
追
放
令
」に
よ
って
日
本
に
お
け
る
キ
リ

ス
ト
教
の
発
展
に
大
き
く
ブ
レ
ー
キ
が
か
け
ら
れ
た
。さ
ら
に「
サ

ン・フェ
リ
ペ
号
事
件
」が
引
き
金
と
な
り
、一
五
九
七
年
に
二
十
六

聖
人
が
長
崎
の
西
坂
で
処
刑
さ
れ
る
。

豊
臣
秀
吉

一
五
三
七 

│ 

一
五
九
八

　

有
馬
晴
純
の
次
男
と
し
て
誕
生
す
る
が
、母
方
の

伯
父・大
村
純
前
の
養
子
に
な
り
十
七
歳
で
大
村
家

第
十
八
代
当
主
を
継
承
。し
か
し
そ
の
立
場
は
盤
石

で
は
な
か
っ
た
。周
辺
を
敵
国
に
囲
ま
れ
た
領
地
を
富

ま
せ
る
た
め
ポ
ル
ト
ガ
ル
貿
易
と
キ
リ
ス
ト
教
を
自
領

の
横
瀬
浦
や
長
崎
に
呼
び
入
れ
、自
身
も
受
洗
し
日

本
初
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
に
。一
五
八
〇
年
に
長
崎・

茂
木
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
寄
進
。そ
の
二
年
後
に
は「
天

正
遣
欧
使
節
」を
長
崎
か
ら
ヨ
ー
ロッ
パ
に
派
遣
し
た
。

大
村
純
忠

一
五
三
三 

│ 

一
五
八
七

　

イ
エ
ズ
ス
会
の
創
設
者
の一
人
。東
洋
で

布
教
す
る
べ
く
、イ
ン
ド
、そ
れ
に
次
い
で

一
五
四
九
年
に
日
本
の
鹿
児
島
に
到
着
。

初
め
て
日
本
に
キ
リ
ス
ト
教
の
種
を
ま
い

た
。わ
ず
か
二
年
ほ
ど
の
滞
在
で
あ
っ
た
が

彼
が
布
教
に
訪
れ
た
鹿
児
島
、平
戸
、山

口
、堺
、豊
後
を
中
心
に
信
仰
が
芽
吹
き

広
が
っ
た
。ザ
ビ
エ
ル
が
去
っ
た
後
も
ト
ー
レ

ス
ら
が
布
教
の
努
力
を
続
け
、や
が
て
大

村
純
忠
と
の
縁
が
長
崎
の
キ
リ
ス
ト
教
史

に
つ
な
が
って
い
く
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ・

ザ
ビ
エル

一
五
〇
六 

│ 

一
五
五
二

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
は

こ
の
人
か
ら

始
ま
っ
た

「
信
徒
発
見
」の

奇
跡
に
立
ち
会
っ
た
神
父

神
秘
的
な

カ
リ
スマ
性
で

一
揆
軍
を
率
い
る

禁
教
と

海
外
貿
易
を

つ
か
さ
ど
る

エ
リ
ー
ト
官
僚

バ
テ
レ
ン
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県
内
の
博
物
館
・
美
術
館
は
、

長
崎
を
掘
り
下
げ
る
旅
に
ふ

さ
わ
し
い
場
所
。多
種
多
様

な
資
料
を
通
し
て
、そ
の
ま

ち
の
特
色
が
よ
り
鮮
明
に
見

え
て
く
る
だ
ろ
う
。こ
こ
で
は

九
つ
の
博
物
館
・
美
術
館
が

収
蔵
す
る
資
料
の
中
か
ら
、

海
外
交
流
と
信
仰
の
歴
史

に
ま
つ
わ
る
も
の
を
厳
選
。ポ

ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
と
キ
リ
ス

ト
教
の
伝
来
、二
百
五
十
年

以
上
に
わ
た
っ
た
禁
教
期
な

ど
こ
の
ま
ち
が
歩
ん
で
き
た

歴
史
、受
け
継
が
れ
る
文
化

と
と
も
に
紹
介
す
る
。時
空

を
超
え
て
、宝
箱
を
開
け
る

よ
う
な
旅
に
出
か
け
よ
う
。

※

掲
載
し
て
い
る
収
蔵
品
の
中
に
は
、常
設
展
示
さ
れ

　
て
い
な
い
資
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。展
示
状
況
に
つ

　
き
ま
し
て
は
、各
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

キ
リ
ス
ト
教
禁
教
政
策
の
下
で
、密
か
に
信
仰
を
伝

え
た
人
々
の
歴
史
を
物
語
る
、他
に
類
を
見
な
い
証

拠
で
、二
県
六
市
二
町
に
ま
た
が
る
十
二
の
資
産
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
文
化
遺
産

長
崎
と
天
草
地
方
の

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
と
は

博
物
館
・

美
術
館
ガ
イ
ド



H
istory

平
戸・生
月

雷
に
た
と
え
ら
れ
る
、平
戸
瀬
戸
の
激
し
い
潮
を
越
え
て
海
上
を
行
き
交
う
船
た
ち
。

か
つ
て
平
戸
島
は
、博
多
と
中
国
の
寧
波（
ニン
ポ
ー
）を
結
ん
だ「
大
洋
路
」の
中
継
地
だ
っ
た
。

京
都
、堺
、博
多
な
ど
か
ら
商
人
が
訪
れ
た
九
州
北
西
部
の
小
さ
な
島
は
、国
内
有
数
の
貿
易
港
に
発
展
。

西
の
都
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、や
が
て
中
国
船
が
開
拓
し
た
海
路
を
通
じ
て
、ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
来
航
す
る
。

本
格
的
な
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
幕
開
け
は
、様
々
な
思
惑
や
憶
測
を
生
む
火
種
に
な
る
一
方
で
、

信
仰
を
守
り
抜
い
た
信
徒
た
ち
の
礎
に
な
っ
た
。

海
の
道
が
も
た
ら
し
た
の
は
繁
栄
だ
っ
た
の
か
、混
乱
だ
っ
た
の
か
。

白
波
を
立
て
て
渦
巻
く
潮
流
の
向
こ
う
に
、先
人
た
ち
の
歩
み
の
跡
が
見
え
て
く
る
。

海
の
道
が
も
た
ら
し
た

繁
栄
と
信
仰

一
六
四
一
年

平
戸
か
ら
長
崎
出
島
へ
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
移
転

一
六
〇
九
年

平
戸
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
設
置

一
五
九
九
年

平
戸
で
キ
リ
シ
タ
ン
が
禁
教
に
な
る

一
五
五
〇
年

平
戸
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
来
航
。
ザ
ビ
エ
ル
、
平
戸
に
て
布
教

平戸・生月

オ
ラ
ン
ダ・ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
フ
ァ
ル
ク
工
房
で
製
作
さ
れ
た

地
球
儀
。長
崎
出
島
よ
り
松
浦
家
三
十
四
代　
松
浦
静
山

が
入
手
し
た
も
の
。

松
浦
史
料
博
物
館
所
蔵 

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
展
示

一
七
〇
〇
年（
原
品
）

地
球
儀（
複
製
）
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栄華を誇った松浦家
お宝に込められた
殿様たちの威厳

松浦史料博物館の敷地内にある、茶室
「閑雲亭」。茶道鎮信流でたてたお茶の
お供にいただけるのは、復元菓子のカス
ドースや烏羽玉（有料）。松浦史料 博物館Matsura

Historical
Museum

歴
史
あ
る
建
物
と

多
様
な
コレ
ク
シ
ョン

松浦史料博物館
平戸市鏡川町12
TEL.0950-22-2236

開館時間／8時半～17時半　
休館日／12月29日～1月1日
入館料／一般660円、
小中高生330円

　
一
五
五
〇
年
、
平
戸
島
へ
の
ポ
ル
ト
ガ

ル
船
の
来
航
を
機
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ

る
本
格
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
活
動
が

始
ま
っ
た
の
は
、
松
浦
家
二
十
五
代
隆
信

の
頃
だ
っ
た
。
そ
も
そ
も
松
浦
家
は
、
十

二
世
紀
に
平
戸
を
は
じ
め
と
す
る
九
州
北

西
部
の
海
岸
に
発
生
し
た
武
士
団
「
松
浦

一
族
（
党
）」
に
含
ま
れ
、
の
ち
に
大
名

に
な
っ
た
。
松
浦
家
が
時
の
戦
国
大
名
に

ま
で
上
り
詰
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

後
期
倭
寇
の
頭
目
だ
っ
た
王
直
と
隆
信
が

タ
ッ
グ
を
組
み
、
海
外
貿
易
に
よ
っ
て
巨

万
の
富
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
。
ポ

ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
も
、
王
直
の
手
引
き

に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
城
下
町
の
風
情
が
残
る
平
戸
市
街
地
を

そ
ぞ
ろ
歩
く
と
、
港
か
ら
ほ
ど
近
い
高
台

に
立
派
な
石
垣
が
見
え
て
く
る
。
松
浦
史

料
博
物
館
は
、
一
八
九
三
年
に
建
て
ら
れ

た
松
浦
家
の
私
邸
「
鶴
ケ
峯
邸
」
を
活
用

し
た
博
物
館
。
格
式
の
高
い
、
佇
ま
い
そ

の
も
の
も
見
ど
こ
ろ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
お
目
に
か
か
れ
る
の
は
、
平
戸

藩
主
と
な
り
、
壱
岐
を
含
む
長
崎
県
北
部

を
治
め
る
よ
う
に
な
っ
た
松
浦
家
の
繁
栄

を
伝
え
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
学
芸
員
の
出

口
洋
平
さ
ん
は
、
そ
の
特
色
を
”ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
の
多
様
さ
“
と
話
す
。「
松
浦
家

三
十
四
代
清
（
静
山
）
に
よ
っ
て
収
集
さ

れ
た
も
の
が
大
半
を
占
め
ま
す
が
、
歴
代

当
主
の
愛
用
品
な
ど
、
代
々
伝
わ
る
も
の

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
財
に
登
録
さ

れ
た
貴
重
な
逸
品
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

な
ぜ
こ
ん
な
も
の
ま
で
集
め
た
ん
だ
？
と

不
思
議
に
思
う
、
い
わ
ゆ
る
珍
品
の
部
類

に
当
て
は
ま
る
よ
う
な
も
の
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
」。

　
た
と
え
ば
、
甲
冑
や
太
刀
の
拵
え
な
ど

に
見
ら
れ
る
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
現
代

の
視
点
で
捉
え
て
も
、
奇
抜
か
つ
斬
新
、

そ
し
て
ど
こ
か
洗
練
さ
れ
て
い
る
。
戦
乱

の
世
が
終
わ
っ
た
殿
様
た
ち
が
、
自
ら
の

威
厳
を
保
つ
た
め
に
こ
だ
わ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
舶
来
品
が
多
く
含
ま
れ
る
と
こ
ろ

か
ら
も
、
海
外
貿
易
に
基
づ
い
た
平
戸
藩

の
繁
栄
の
歴
史
が
う
か
が
え
る
。

　
江
戸
時
代
初
期
の
鎖
国
以
前
、
平
戸
か

ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
去
っ
た
も
の
の
、
オ

ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
の
商
館
は
開
設
さ
れ

て
い
た
。
中
で
も
平
戸
和
蘭
商
館
は
、
徳

川
家
康
か
ら
の
朱
印
状
を
得
て
一
六
〇
九

年
に
設
置
。
そ
の
後
、
幕
府
の
命
に
よ
り

長
崎
の
出
島
へ
移
転
す
る
と
、
大
洋
路
の

時
代
か
ら
続
い
た
、
海
外
貿
易
港
と
し
て

の
役
割
は
終
わ
り
を
迎
え
る
。

　
松
浦
史
料
博
物
館
か
ら
歩
く
こ
と
約
十

分
。
三
百
七
十
年
余
り
の
時
を
経
て
現
代

に
よ
み
が
え
っ
た
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館

に
た
ど
り
着
く
。
海
沿
い
に
佇
む
白
亜
の

建
物
は
、一
六
三
九
年
築
造
の
平
戸
和
蘭
商

館
の
倉
庫
を
忠
実
に
復
元
し
た
も
の
だ
と

い
う
。
こ
こ
で
は
松
浦
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
中
か
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
貿
易
を
含
む
、

海
外
交
流
の
歴
史
を
伝
え
る
収
蔵
品
を
展

示
。
松
浦
史
料
博
物
館
と
あ
わ
せ
て
訪
ね

た
い
。

　

ま
た
、
時
間
が
許
せ
ば
、
平
戸
港
を

発
着
す
る
的
山
大
島
や
度
島
行
き
の
船

に
乗
っ
て
、
船
上
か
ら
建
物
を
眺
め
て
み

る
の
も
お
す
す
め
だ
。
か
つ
て
海
の
道
を

渡
り
、
平
戸
の
地
に
降
り
立
っ
た
人
々
。

彼
ら
が
目
に
し
た
風
景
が
目
の
前
に
よ
み

が
え
る
。
大
航
海
時
代
に
想
い
を
馳
せ
る

こ
と
が
で
き
る
、
貴
重
な
体
験
に
な
る
だ

ろ
う
。

松浦史料博物館

平戸島

生月島

かんうんてい

の
ぶ

た
か
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Hirado
Dutch
Trading
Post平戸オランダ 商館

平戸オランダ商館
平戸市大久保町2477
TEL.0950-26-0636

開館時間／8時半～17時半　
休館日／毎年6月第3火水木曜
入館料／一般310円、
小中高生210円

　
た
と
え
ば
、
甲
冑
や
太
刀
の
拵
え
な
ど

に
見
ら
れ
る
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
現
代

の
視
点
で
捉
え
て
も
、
奇
抜
か
つ
斬
新
、

そ
し
て
ど
こ
か
洗
練
さ
れ
て
い
る
。
戦
乱

の
世
が
終
わ
っ
た
殿
様
た
ち
が
、
自
ら
の

威
厳
を
保
つ
た
め
に
こ
だ
わ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
舶
来
品
が
多
く
含
ま
れ
る
と
こ
ろ

か
ら
も
、
海
外
貿
易
に
基
づ
い
た
平
戸
藩

の
繁
栄
の
歴
史
が
う
か
が
え
る
。

　
江
戸
時
代
初
期
の
鎖
国
以
前
、
平
戸
か

ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
去
っ
た
も
の
の
、
オ

ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
の
商
館
は
開
設
さ
れ

て
い
た
。
中
で
も
平
戸
和
蘭
商
館
は
、
徳

川
家
康
か
ら
の
朱
印
状
を
得
て
一
六
〇
九

年
に
設
置
。
そ
の
後
、
幕
府
の
命
に
よ
り

長
崎
の
出
島
へ
移
転
す
る
と
、
大
洋
路
の

時
代
か
ら
続
い
た
、
海
外
貿
易
港
と
し
て

の
役
割
は
終
わ
り
を
迎
え
る
。

　
松
浦
史
料
博
物
館
か
ら
歩
く
こ
と
約
十

分
。
三
百
七
十
年
余
り
の
時
を
経
て
現
代

に
よ
み
が
え
っ
た
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館

に
た
ど
り
着
く
。
海
沿
い
に
佇
む
白
亜
の

建
物
は
、一
六
三
九
年
築
造
の
平
戸
和
蘭
商

館
の
倉
庫
を
忠
実
に
復
元
し
た
も
の
だ
と

い
う
。
こ
こ
で
は
松
浦
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
中
か
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
貿
易
を
含
む
、

海
外
交
流
の
歴
史
を
伝
え
る
収
蔵
品
を
展

示
。
松
浦
史
料
博
物
館
と
あ
わ
せ
て
訪
ね

た
い
。

　

ま
た
、
時
間
が
許
せ
ば
、
平
戸
港
を

発
着
す
る
的
山
大
島
や
度
島
行
き
の
船

に
乗
っ
て
、
船
上
か
ら
建
物
を
眺
め
て
み

る
の
も
お
す
す
め
だ
。
か
つ
て
海
の
道
を

渡
り
、
平
戸
の
地
に
降
り
立
っ
た
人
々
。

彼
ら
が
目
に
し
た
風
景
が
目
の
前
に
よ
み

が
え
る
。
大
航
海
時
代
に
想
い
を
馳
せ
る

こ
と
が
で
き
る
、
貴
重
な
体
験
に
な
る
だ

ろ
う
。

平
戸
に
あ
っ
た

オ
ラ
ン
ダ
貿
易
の
拠
点

平戸オランダ商館

平戸島

生月島
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豊
臣
秀
吉
が
博
多
で
発
布
し
た
文
書
。

日
本
が
初
め
て
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
止

を
天
下
に
表
明
し
た
も
の
で
、全
文

五
か
条
か
ら
な
る
。

松
浦
史
料
博
物
館
展
示

一
五
八
七
年

キ
リ
ス
ト
教

禁
制
定
書

（
バテ
レン
追
放
令
）

収
蔵
品

Collections

現
代
に
継
承
さ
れ
た

個
性
豊
か
な
コレ
ク
シ
ョン
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八
幡
船
と
呼
ば
れ
た
倭
寇
の
船
が
使

用
し
た
船
印
。中
央
に
源
氏
の
氏
神・

八
幡
神
の
称
号「
八
幡
大
菩
薩
」、

右
に
平
戸・春
日
神
社
の
祭
神「
春
日

大
明
神
」、左
に
松
浦
家
が
守
護
と

し
た
式
内
社「
志
自
岐
大
菩
薩
」の

神
号
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
展
示

十
六
世
紀

船
幟

（
伝
八
幡
船
の
旗
）

輸
入
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
甲
冑
を
日
本

風
に
作
り
替
え
た
、大
変
珍
し
い
も

の
。大
腿
部
を
守
る
草
摺
な
ど
、も
と

も
と
は
な
か
っ
た
パ
ー
ツ
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
展
示

十
七
世
紀

南
蛮
甲
冑

禁
教
期
に
あ
た
る
十
七
世
紀
の
も
の
。

松
浦
家
二
十
七
代
久
信
の
妻
が
キ
リ

シ
タ
ン
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、松
浦
家

内
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
関
わ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。オ
ラ
ン
ダ
の

都
市
、デ
ル
フ
ト
で
焼
成
さ
れ
た
も
の
。

絵
柄
は
、大
天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
マ
リ

ア
に
救
い
主
の
母
と
な
る
こ
と
を
告

げ
て
い
る
場
面
。

松
浦
史
料
博
物
館
展
示

十
七
世
紀

受
胎
告
知
図
柄

菓
子
鉢

松
浦
家
の
事
績
を
記
し
た
旧
記
。

南
蛮
の
黒
船
が
来
航
し
、全
国
か

ら
商
人
が
や
って
き
た
平
戸
。西
の

都
と
表
現
さ
れ
た
と
い
う
内
容
が

記
さ
れ
て
い
る
。

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
展
示

江
戸
時
代
前
期

大
曲
記

一
八
一
三
年
に
平
戸
島
内
で
測
量
が

行
わ
れ
た
。そ
の
際
、平
戸
北
部
に
あ

る
白
岳
山
頂
に
お
い
て
、当
時
藩
主

だっ
た
熈
が
立
ち
合
っ
た
。

松
浦
史
料
博
物
館
展
示

一
八
二一
年

伊
能
図・

平
戸
島
図

ば
は
ん

し

じ

き

ひ
ろ
む

25 24



中
江
ノ
島

関
連
資
産

平
戸
の
聖
地
と
集
落

生
月
島
の
東
の
沖
合
に
浮
か
ぶ
こ

の
島
は
、主
に
生
月
島
の
か
く
れ
キ

リ
シ
タ
ン
が
、岩
か
ら
し
み
出
す
水

を
採
取
し
聖
水
と
す
る「
お
水
取

り
」の
儀
式
を
執
り
行
う
大
切
な

場
所
。船
着
き
場
が
な
く
危
険
な

た
め
、上
陸
は
原
則
禁
止
で
あ
る
。
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禁教期に始まった
かくれキリシタン信仰の
本質にふれる

平戸市生月町 博物館・島の館
Hirado City
Ikitsuki-cho

Municipal Museum
Shima no
Yakata

信
仰
を
守
る
た
め
に

併
存
を
選
ん
だ

信
者
た
ち

　
平
戸
大
橋
か
ら
車
で
約
三
十
分
。
手
つ

か
ず
の
自
然
が
残
る
風
光
明
媚
な
生
月
島

は
、
禁
教
期
に
密
か
に
守
ら
れ
て
き
た
か

く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
が
、
受
け
継
が
れ

て
き
た
島
で
も
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
地
に
、

か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
は
生
ま
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。

　
平
戸
松
浦
氏
の
重
要
な
家
臣
だ
っ
た
籠

手
田
氏
と
一
部
氏
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
入

信
後
、
両
氏
が
治
め
て
い
た
生
月
島
、
度

島
、
平
戸
西
部
で
一
斉
改
宗
を
行
っ
た
。

す
べ
て
の
住
民
が
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
っ

た
も
の
の
、
そ
の
後
状
況
は
一
変
す
る
。

江
戸
幕
府
が
禁
教
令
を
出
す
十
五
年
前
。

一
五
九
九
年
、
籠
手
田
氏
と
一
部
氏
が
領

地
を
捨
て
て
約
六
百
人
の
家
臣
・
領
民
と

共
に
長
崎
に
向
か
っ
た
た
め
、 
平
戸
は
い

ち
早
く
禁
教
に
入
っ
た
の
だ
。
。

　

「
信
仰
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
に
、

絵
踏
や
宗
門
改
め
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
踏
絵
を
踏
み
な
が
ら
信
仰
を
続
け

る
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
一
部
の
地
域
に

現
れ
ま
し
た
。
取
り
締
ま
る
役
所
側
と
し

て
は
、
踏
ん
で
く
れ
れ
ば
キ
リ
シ
タ
ン
で

な
い
こ
と
を
表
向
き
に
は
証
明
で
き
る
。

一
方
、
キ
リ
シ
タ
ン
側
は
、
信
仰
を
継
続

す
る
た
め
に
、
仏
教
や
神
道
を
併
存
さ
せ

る
形
を
選
び
ま
し
た
。
つ
ま
り
両
者
合
意

の
上
で
、
信
仰
は
成
り
立
っ
て
い
た
の
で

す
」
と
、
平
戸
市
生
月
町
博
物
館
・
島
の

館
館
長
の
中
園
成
生
さ
ん
。

　

か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

お
掛
け
絵
や
コ
ン
タ
ツ
、
お
水
瓶
な
ど
信

者
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
信
仰
用
具
を
展
示
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
き
た
の
か
、
行
事
の
様
子
を
撮
影
し
た

写
真
や
映
像
な
ど
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う

工
夫
さ
れ
て
い
る
。

　
長
年
、
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
調

査
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
中
園
館
長

は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。「
た
と
え
ば
オ

ラ
シ
ョ
と
い
う
お
祈
り
に
つ
い
て
、一
六
〇

〇
年
頃
に
唱
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
、
そ

の
後
生
月
島
で
唱
え
ら
れ
た
も
の
を
比
べ

て
み
て
も
、
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
ま
せ

ん
。
従
来
、
生
月
島
の
か
く
れ
キ
リ
シ
タ

ン
の
信
仰
形
態
は
、
宣
教
師
が
不
在
に

な
っ
た
後
に
残
さ
れ
た
信
者
た
ち
が
変
容

し
た
も
の
だ
と
捉
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

実
は
そ
う
で
は
な
く
、
布
教
が
始
ま
っ
た

頃
の
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
様
相
を
、
ほ
ぼ

忠
実
に
継
承
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
」
。

　

鯨
、
マ
グ
ロ
、
ア
ワ
ビ
、
ア
ゴ
…
…
。

生
月
島
沿
岸
は
古
く
か
ら
豊
穣
の
海
と
い

わ
れ
て
き
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
捕
鯨
や

マ
グ
ロ
の
定
置
網
漁
で
栄
え
、
日
本
最
大

の
鯨
組
・
益
冨
組
が
生
月
島
を
本
拠
地
と

し
た
。
益
冨
組
は
、
鯨
製
品
の
流
通
を
管

理
す
る
な
ど
し
て
安
定
経
営
を
実
現
。
海

外
と
の
貿
易
港
が
長
崎
に
移
さ
れ
、
財
政

難
に
あ
え
ぐ
平
戸
藩
に
も
か
な
り
の
献
金

を
行
っ
て
い
る
。

　
島
の
館
で
は
、
生
月
島
の
基
幹
産
業
で

あ
る
水
産
業
に
ま
つ
わ
る
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
か
つ
夢
に
あ
ふ
れ
た
歴
史
に
つ
い
て
も

紹
介
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
鯨
獲
り
の

様
子
を
表
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
や
天
空
を
舞

う
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
と
ツ
チ
ク
ジ
ラ
の
骨
格

標
本
、
捕
鯨
技
術
や
定
置
網
技
術
の
変
遷

な
ど
、
実
物
や
模
型
を
含
め
た
立
体
的
な

展
示
は
見
ど
こ
ろ
が
た
っ
ぷ
り
。
ま
た
、

県
内
唯
一
の
魚
と
漁
業
に
特
化
し
た
展
示

室
「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ア
リ
ー
ナ
」

も
、
ま
る
で
童
心
に
か
え
っ
た
よ
う
に
楽

し
め
る
空
間
だ
。

こ

て

だ

い
ち

ぶ

し
ま

た
く

平戸島

生月島

平戸市生月町
博物館・島の館
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昭和初期のかくれキリシタンの住まいを復元。三方の壁を石垣に持たせかけた内側に、アダ・ヨコザ・ザシキ・ナンドの
四間とニワ（土間）を配置した間取り。御前様とともに神棚、荒神様、お大師様、仏壇などが祀られている。

平戸市生月町南免4289-1
TEL.0950-53-3000

開館時間／9時～17時（最終入館16時半）
※館内メンテナンスのため臨時休業あり

休館日／1月1日、2日
入館料／一般520円、

高校生310円、小中学生210円

平戸市生月町博物館・
島の館

　
長
年
、
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
調

査
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
中
園
館
長

は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。「
た
と
え
ば
オ

ラ
シ
ョ
と
い
う
お
祈
り
に
つ
い
て
、一
六
〇

〇
年
頃
に
唱
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
、
そ

の
後
生
月
島
で
唱
え
ら
れ
た
も
の
を
比
べ

て
み
て
も
、
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
ま
せ

ん
。
従
来
、
生
月
島
の
か
く
れ
キ
リ
シ
タ

ン
の
信
仰
形
態
は
、
宣
教
師
が
不
在
に

な
っ
た
後
に
残
さ
れ
た
信
者
た
ち
が
変
容

し
た
も
の
だ
と
捉
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

実
は
そ
う
で
は
な
く
、
布
教
が
始
ま
っ
た

頃
の
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
様
相
を
、
ほ
ぼ

忠
実
に
継
承
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
」
。

　

鯨
、
マ
グ
ロ
、
ア
ワ
ビ
、
ア
ゴ
…
…
。

生
月
島
沿
岸
は
古
く
か
ら
豊
穣
の
海
と
い

わ
れ
て
き
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
捕
鯨
や

マ
グ
ロ
の
定
置
網
漁
で
栄
え
、
日
本
最
大

の
鯨
組
・
益
冨
組
が
生
月
島
を
本
拠
地
と

し
た
。
益
冨
組
は
、
鯨
製
品
の
流
通
を
管

理
す
る
な
ど
し
て
安
定
経
営
を
実
現
。
海

外
と
の
貿
易
港
が
長
崎
に
移
さ
れ
、
財
政

難
に
あ
え
ぐ
平
戸
藩
に
も
か
な
り
の
献
金

を
行
っ
て
い
る
。

　
島
の
館
で
は
、
生
月
島
の
基
幹
産
業
で

あ
る
水
産
業
に
ま
つ
わ
る
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
か
つ
夢
に
あ
ふ
れ
た
歴
史
に
つ
い
て
も

紹
介
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
鯨
獲
り
の

様
子
を
表
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
や
天
空
を
舞

う
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
と
ツ
チ
ク
ジ
ラ
の
骨
格

標
本
、
捕
鯨
技
術
や
定
置
網
技
術
の
変
遷

な
ど
、
実
物
や
模
型
を
含
め
た
立
体
的
な

展
示
は
見
ど
こ
ろ
が
た
っ
ぷ
り
。
ま
た
、

県
内
唯
一
の
魚
と
漁
業
に
特
化
し
た
展
示

室
「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ア
リ
ー
ナ
」

も
、
ま
る
で
童
心
に
か
え
っ
た
よ
う
に
楽

し
め
る
空
間
だ
。

西
海
の
海
で

繰
り
広
げ
ら
れ
た

男
た
ち
の
ロマン

１２月から４月にかけて行われていた鯨漁。冬の西海の海に、獲物を追いかける勇壮な男たちの様子をジオラマで紹介している。
獲れた鯨からは主に油を取り、肉は塩漬けにした。輸送や冷凍技術が発達していなかった頃の漁師たちは、鯨のほかに、アワビ、
アゴ、イカなど加工に向いている魚介類をおもなターゲットにしていた。
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フィッシャーマンズアリーナ 民俗コーナー「島の暮らし」
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「
お
授
け（
洗
礼
）」「
戻
し（
葬
儀
）」の

ほ
か
、人
や
家
、牧
野
の
祓
い
の
際
に
瓶

の
聖
水
を
振
り
か
け
る
。瓶
を
覆
って

い
る
の
は
、初
節
句
の
お
祝
い
の
際
に

作
っ
た
の
ぼ
り
を
再
利
用
し
た
布
。

年
代
不
明

お
水
瓶

平
戸・生
月
島
に
お
け
る
か
く
れ
キ

リ
シ
タ
ン
信
仰
の
特
徴
を
表
す
代
表

的
な
資
料
。マ
リ
ア
様
の
生
涯
の
中
の

十
五
の
場
面
を
表
し
た「
マ
リ
ア
十
五

玄
義
」に
も
と
づ
い
て
作
ら
れ
た
。十

六
の
木
札
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、札
の

吉
凶
で
運
勢
を
占
っ
た
。

年
代
不
明

お
札

コ
ン
タ
ツ
と
は
ロ
ザ
リ
オ
の
こ
と
で
、本

来
は
オ
ラ
シ
ョ
を
唱
え
る
際
に
用
い
た
。

木
玉
を
組
み
合
わ
せ
た
十
字
の
部
分

だ
け
が
残
り
、「
戻
し（
葬
儀
）」で
亡

く
な
っ
た
人
に
か
ざ
し
て
天
国
に
導

く
の
に
用
い
ら
れ
た
。

十
六
世
紀 

│ 

十
七
世
紀

コン
タ
ツ
※
部
分

収
蔵
品

不
在
に
な
っ
た
宣
教
師
、

祈
り
を
つ
な
い
だ
信
仰
用
具

3233
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お
掛
け
絵

幼
子
を
抱
く
聖
母
の
下
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

イ
エ
ズ
ス
会
の
創
始
者
で
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ・ザ

ビ
エ
ル
と
イ
グ
ナ
シ
オ・デ・ロ
ヨ
ラ
の
二
人
の
神
父
。

生
月
島
で
の
布
教
が
、イ
エ
ズ
ス
会
主
導
で
行
わ

れ
て
き
た
こ
と
を
示
す
資
料
で
も
あ
る
。

年
代
不
明

聖
母
子
と
二
聖
人

米
俵
が
描
か
れ
て
い
る
こ
の
絵
は
、キ
リ
ス
ト
教
絵

画
の
モ
チ
ー
フ
を
継
承
す
る
他
の
お
掛
け
絵
と
一

線
を
画
す
。生
月
島
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
、中
江
ノ
島

を
水
や
風
を
治
め
る
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ（
サ
ン
ジ
ュワ

ン
）の
聖
地
と
し
て
崇
拝
し
、作
神
と
し
て
五
穀
豊

穣
を
祈
願
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

年
代
不
明

洗
礼
者
ヨハ
ネ

掛
け
軸
に
仕
立
て
た
聖
画
の
こ
と
。

い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
、

ヨ
ー
ロッパ
を
起
源
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
絵
画
の

モ
チ
ー
フ
を
な
ぞ
っ
た
絵
柄
が
多
い
。

島
の
館
で
は
約
三
十
の
お
掛
け
絵
を
所
蔵
し
て
い
る
。
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キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
で
は
体
を
鞭
打
つ

苦
行
の
ほ
か
、病
気
治
し
に
も
使
わ

れ
、か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
で
も

病
気
を
祓
っ
た
り
、家
や
牧
野
を
祓

い
清
め
た
り
す
る
の
に
用
い
る
。

年
代
不
明

お
道
具

（
オ
テ
ンペンシ
ャ
）

和
紙
を
切
って
作
る
十
字
形
の
呪
具
。

お
守
り
と
し
て
人
や
牛
に
呑
ま
せ
た

り
、家
の
柱
に
貼
っ
た
り
、着
物
の
襟

や
財
布
に
入
れ
た
り
し
て
用
い
る
。

現
代 オマ
ブ
リ

行
事
の
際
に
唱
え
ら
れ
る
祈
り

「
オ
ラ
シ
ョ
」を
記
録
し
た
資
料
。

生
月
島
で
は
声
に
出
し
て
オ
ラ

シ
ョ
を
唱
え
る
た
め
、紙
に
記
録

す
る
よ
う
に
なっ
た
の
は
、禁
教
が

解
か
れ
書
き
記
し
て
も
問
題
が

な
く
なっ
た
明
治
以
降
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

オ
ラ
ショ
本

3637

明
治
以
降



　

九
月
か
ら
十
月
頃
に
最
盛
期
を
迎
え
る
ア
ゴ

（
ト
ビ
ウ
オ
）
漁
。
平
戸
で
は
、
こ
の
時
季
に
吹

く
風
を
「
ア
ゴ
風
」
と
呼
び
、
九
州
か
ら
山
陰
に

か
け
て
の
海
底
で
産
ま
れ
た
、
ホ
ソ
ア
オ
ト
ビ
や

ツ
ク
シ
ト
ビ
ウ
オ
な
ど
の
稚
魚
が
北
風
と
と
も
に

南
下
し
て
く
る
。
以
前
に
比
べ
れ
ば
、
漁
を
す
る

船
は
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
が
、
二
艘
曳
き
の
船

が
群
れ
を
追
い
か
け
る
光
景
は
、
昔
も
今
も
変
わ

ら
な
い
季
節
の
風
物
詩
で
あ
る
。

　
串
に
刺
し
た
ア
ゴ
を
、
炭
火
で
ま
ん
べ
ん
な
く

こ
ん
が
り
焼
い
て
し
っ
か
り
乾
燥
さ
せ
る
と
、
旨

味
が
深
い
上
品
な
だ
し
が
取
れ
る
。
黄
金
色
に
透

き
通
っ
た
ア
ゴ
だ
し
は
、
お
正
月
の
雑
煮
や
茶
わ

ん
蒸
し
、
う
ど
ん
、
煮
物
な
ど
様
々
な
料
理
と
相

性
が
い
い
。

撮
影
協
力
：
林
水
産
（
平
戸
市
）

受
け
継
が
れ
る
心 

①

北
風
が
吹
い
た
ら

季
節
到
来

平
戸
の
ア
ゴ
漁

受け継がれる心 ①
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春
日
集
落
へ

か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
里

戸
島
の
西
海
岸
に
あ
る

春
日
集
落
。
の
ど
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
、
ど
こ
か
日
本
の

原
風
景
を
感
じ
さ
せ
る
こ
の
集
落

に
は
、
信
仰
の
歴
史
が
息
づ
い
て

い
る
。

　
約
四
百
六
十
年
前
、
生
月
島
と

同
様
に
春
日
集
落
の
住
民
も
キ
リ

ス
ト
教
に
一
斉
改
宗
し
、
日
本
に

お
け
る
初
期
の
キ
リ
ス
ト
教
布
教

の
地
と
な
っ
た
。
後
に
キ
リ
ス
ト

教
は
禁
止
さ
れ
る
が
、
人
々
は
仏

教
や
神
道
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、

密
か
に
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
を
継

承
。
そ
し
て
禁
教
が
解
か
れ
た
後

も
な
お
春
日
の
人
々
は
「
か
く
れ

キ
リ
シ
タ
ン
」
と
し
て
そ
れ
ま
で

の
信
仰
を
継
承
し
続
け
た
。

　
集
落
に
あ
る
案
内
所
「
か
た
り

な
」
を
訪
ね
た
。
築
七
十
五
年
の

古
民
家
で
出
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、

増
田
貞
子
さ
ん
。
か
た
り
な
で
は

地
元
の
人
た
ち
が
地
域
の
こ
と
や

暮
ら
し
の
こ
と
を
話
す
”お
も

て
な
し
“
を
し
て
く
れ
る
。

　
貞
子
さ
ん
は
優
し
い
口
調
で

「
安
満
岳
様
」
の
話
を
始
め
た
。

安
満
岳
は
平
戸
島
の
最
高
峰
で
あ

り
、
春
日
集
落
は
こ
の
山
か
ら
の

び
る
三
筋
の
尾
根
に
挟
ま
れ
て
い

る
。「
子
ど
も
の
頃
か
ら
毎
朝
、

顔
を
洗
っ
た
後
は
庭
に
出
て
、
安

満
岳
様
の
方
を
向
い
て
『
今
日
も

無
事
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す

よ
う
に
』
と
拝
ん
で
い
ま
し
た
。

私
は
十
九
歳
で
同
じ
集
落
の
人
と

結
婚
し
ま
し
た
が
、
嫁
ぎ
先
の
庭

か
ら
は
生
家
か
ら
は
見
え
な
か
っ

た
安
満
岳
様
が
富
士
山
の
よ
う
に

き
れ
い
に
見
え
ま
す
」。

　
安
満
岳
は
昔
か
ら
神
道
や
仏
教

に
お
け
る
信
仰
の
場
と
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
信

者
が
唱
え
る
「
オ
ラ
シ
ョ
」
の
中

に
も
「
安
満
岳
の
奥
の
院
様
」
と

い
う
文
句
が
あ
る
と
い
う
。
異
な

る
宗
教
が
共
生
し
、
信
仰
が
重
な

り
合
う
安
満
岳
。
貞
子
さ
ん
は
言

う
。「
私
は
今
朝
も
、
安
満
岳
様

に
手
を
合
わ
せ
て
き
ま
し
た
よ
」。

平
か
す
が

ま
す
だ
さ
だ
こ

や
す

だ
け

ま
ん

営みに出会う旅 ①

命
の
源

安
満
岳
に
抱
か
れ
て

40

営
み
に

出
会
う

旅　

①

41



子
さ
ん
は
春
日
集
落
で

生
ま
れ
、
結
婚
し
、
四

人
の
子
ど
も
を
育
て
た
。
若
い
時

は
苦
労
も
多
か
っ
た
と
振
り
返
る
。

「
私
は
姑
を
早
く
に
亡
く
し
た
上

に
舅
は
足
が
悪
か
っ
た
た
め
、
子

ど
も
が
小
さ
い
う
ち
は
、
夫
と
二

人
で
す
べ
て
の
仕
事
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昼
間
は

田
ん
ぼ
、
夜
は
櫓
を
漕
い
で
イ
カ

釣
り
、
大
潮
の
日
は
天
草
や
ワ
カ

メ
を
採
り
に
海
岸
へ
…
と
、
と
に

か
く
忙
し
い
日
々
で
し
た
。
仕
事

が
追
い
付
か
ず
、
夫
と
二
人
で
月

夜
の
晩
に
朝
ま
で
鎌
で
稲
を
刈
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
の
日
の

こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」。
そ

れ
で
も
楽
し
い
時
代
だ
っ
た
と
貞

子
さ
ん
は
笑
う
。「
ど
こ
へ
行
く

の
も
近
所
の
人
と
誘
い
あ
っ
て
、

集
落
の
人
た
ち
皆
が
仲
良
し
で
し

た
」。

　
集
落
の
中
央
に
あ
る
丸
尾
山
は
、

地
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な

存
在
の
よ
う
だ
。「
私
が
子
ど
も

の
頃
は
毎
年
十
一
月
に
は
お
祭
り

が
あ
り
、
集
落
の
人
が
皆
集
ま
り

ま
し
た
。
男
の
子
た
ち
は
相
撲
を

と
り
、
女
の
子
た
ち
は
歌
を
歌
い

ま
し
た
。
良
い
思
い
出
で
す
ね
。

丸
尾
様
は
田
ん
ぼ
の
神
様
で
す
か

ら
『
良
い
お
米
が
で
き
ま
す
よ
う

に
』
と
お
参
り
し
ま
す
」。

　
集
落
に
古
く
か
ら
あ
る
家
に
は

神
棚
と
仏
壇
の
他
に
、
納
戸
神
が

祀
ら
れ
て
い
る
。
貞
子
さ
ん
の
嫁

ぎ
先
に
も
人
目
に
つ
か
な
い
座
敷

の
奥
に
納
戸
神
を
祀
っ
て
い
た
と

い
う
。「
年
に
二
回
、
集
落
の
男

の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
お
祈
り
が

あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
お
祈
り
の

後
の
ご
馳
走
の
準
備
を
す
る
だ
け

で
、
何
が
祀
っ
て
あ
る
か
も
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。

　
信
仰
に
つ
い
て
の
記
憶
は
い
く

つ
も
あ
る
。「
小
さ
い
頃
、
私
の

兄
と
姉
は
父
に
連
れ
ら
れ
て
、
中

江
ノ
島
へ
行
っ
て
い
ま
し
た
」。

中
江
ノ
島
は
春
日
の
沖
合
約
二
キ

ロ
に
浮
か
ぶ
島
で
、
禁
教
時
代
、

主
な
キ
リ
シ
タ
ン
信
者
が
処
刑
さ

れ
た
島
で
、
聖
地
と
さ
れ
て
お
り
、

か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
信
者
が
聖
水

を
汲
む
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
父
は
『
聖
水
を
汲
む
場
所
は
い

つ
も
水
が
流
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、拝
ん
だ
ら
水
が
出
て
く
る
』

と
話
し
て
い
ま
し
た
ね
」。
現
在
、

春
日
集
落
で
は
か
く
れ
キ
リ
シ
タ

ン
の
組
織
的
な
信
仰
は
消
滅
し
て

い
る
。
そ
れ
で
も
貞
子
さ
ん
の
心

の
中
に
は
信
仰
に
ま
つ
わ
る
思
い

出
が
鮮
や
か
に
残
っ
て
い
た
。

貞

「かたりな」では春日の水でいれたお茶でおもてなししてくれる。運がよければ、
おばあちゃんたちの手作りのお漬物などが並ぶことも。

ろ

こ

営みに出会う旅 ①

「かたりな」には、春日集落に伝わる納戸神と呼ばれるご神体を展示している展示部屋や、土産品などを販売している多目的・物産部屋がある。

丸
尾
山
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営みに出会う旅 ①

日
集
落
の
見
ど
こ
ろ
は
、

な
ん
と
言
っ
て
も
棚
田
だ
。

丸
尾
山
か
ら
見
る
、
山
か
ら
海
へ
と

連
な
る
一
面
の
棚
田
は
絶
景
で
、
見

る
者
を
圧
倒
す
る
。
そ
し
て
ど
こ
ま

で
も
続
く
石
垣
に
先
人
た
ち
の
生
き

る
力
を
見
る
。

　
春
日
の
棚
田
は
豊
か
な
森
に
囲
ま

れ
た
安
満
岳
か
ら
流
れ
出
る
水
を
利

用
し
て
拓
か
れ
た
と
い
う
。
春
日
の

人
々
は
、
ま
さ
に
「
安
満
岳
様
」
の

湧
水
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
貞
子
さ

ん
が
米
や
苗
の
こ
と
を
「
お
米
様
」

「
お
苗
様
」
と
呼
ぶ
気
持
ち
が
分
か

る
よ
う
な
気
が
し
た
。

　
貞
子
さ
ん
の
話
は
尽
き
な
い
。
子

ど
も
の
頃
、
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
道

を
毎
日
六
キ
ロ
も
歩
い
て
小
学
校
へ

通
っ
た
こ
と
、
畑
で
育
て
て
い
る
野

菜
の
話
、
健
康
の
秘
訣
に
長
生
き
の

秘
訣
…
。
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
し
て

過
ご
し
た
八
十
八
年
の
人
生
に
耳
を

傾
け
る
時
間
は
、
な
ん
と
も
心
地
よ

い
。

　
春
日
集
落
の
稲
刈
り
は
早
く
、
お

盆
前
に
は
刈
り
終
わ
る
と
い
う
。
貞

子
さ
ん
は
、
最
後
に
こ
う
言
っ
て
見

送
っ
て
く
れ
た
。「
今
度
は
田
ん
ぼ

に
お
米
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
時
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。
黄
金
色
に
色
付
い

た
お
米
様
が
揺
れ
て
、
本
当
に
き
れ

い
で
す
よ
」。

　
丸
尾
山
で
は
、
十
六
世
紀
と
思
わ

れ
る
キ
リ
シ
タ
ン
墓
が
多
数
見
つ

か
っ
て
い
る
と
い
う
。
当
時
、
墓
地

に
は
十
字
架
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
丸
尾
山
の
頂

上
に
も
か
つ
て
十
字
架
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
場
所
に
今

あ
る
の
は
、
小
さ
な
祠
。
丸
尾
山
の

神
様
は
美
し
い
棚
田
を
、
そ
し
て
春

日
の
人
々
の
暮
ら
し
を
そ
っ
と
見

守
っ
て
い
る
。

春

平戸市春日町166-1
TEL.0950-22-7020

開館時間／
8時30分～17時30分

休館日／
12月31日～1月3日

春日集落案内所
かたりな

今
度
は
田
ん
ぼ
に

お
米
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
時
に

お
い
で
く
だ
さ
い

春日町はその文化的で豊かな景観の価値が認められ、国の重要文化的景観に選定されている。
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黒
島
教
会

関
連
資
産

黒
島
の
集
落

佐
世
保
市
本
土
か
ら
西
へ
約
十
二
キ
ロ

離
れ
た
黒
島
は
、移
住
し
た
潜
伏
キ
リ

シ
タ
ン
が
平
戸
藩
の
牧
場
跡
を
開
拓
し

て
密
か
に
祈
り
を
続
け
た
地
。禁
教
が

解
か
れ
た
後
、カ
ト
リ
ッ
ク
に
復
帰
し

た
信
徒
た
ち
は
、マ
ルマ
ン
神
父
の
設
計

を
も
と
に
黒
島
教
会
を
建
立
し
た
。
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H
istory

長
崎
市

平
戸
、横
瀬
浦
、そ
し
て
福
田
か
ら
長
崎
へ
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
来
航
し
た
港
の
そ
ば
に
は
新
し
い
ま
ち
が
生
ま
れ
、

た
く
さ
ん
の
教
会
堂
が
建
て
ら
れ
た
。

さ
な
が
ら
小
ロ
ー
マ
の
よ
う
だ
っ
た
長
崎
の
ま
ち
に
も
、

や
が
て
禁
教
の
高
札
が
掲
げ
ら
れ
る
。

国
際
貿
易
都
市
と
し
て
華
や
い
だ
時
代
。

そ
の
陰
に
は
、信
徒
発
見
ま
で
の
長
い
道
の
り
が
あ
っ
た
。

異
文
化
と
出
会
った
ま
ち

一
六
一
四
年

江
戸
幕
府
が
全
国
に
禁
教
令
を
発
令

一
五
九
七
年

二
十
六
聖
人
が
西
坂
の
丘
で
殉
教

一
五
八
七
年

豊
臣
秀
吉
が
伴
天
連
追
放
令
を
発
布

一
五
八
〇
年

大
村
純
忠
が
長
崎
と
茂
木
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
寄
進

一
八
六
七
年

浦
上
四
番
崩
れ
が
起
こ
る

一
八
七
三
年

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
る

一
八
六
五
年

信
徒
発
見

一
六
四
四
年

国
内
最
後
の
神
父
が
殉
教
し
、
国
内
に
不
在
と
な
る

一
六
四
一
年

平
戸
か
ら
長
崎
出
島
へ
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
移
転

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
と
貿
易
、キ
リ
ス
ト
教
の
教
会（
南

蛮
寺
）な
ど
を
題
材
と
し
て
お
り
、長
崎
に
来
航
し
た
南

蛮
人
の
風
俗
や
交
易
品
が
分
か
る
国
認
定
の
重
要
美
術

品
。写
真
の
屏
風
は
複
製
だ
が
、実
物
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

桃
山
時
代　

複
製

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵

南
蛮
人
来
朝
之
図　
部
分

長崎市

4849



繁栄した都市
異文化交流の足跡

長崎歴史 文化博物館Nagasaki
Museum

of
History and
Culture

無
用
な
争
い
を
避
け
る

そ
の
た
め
の
論
理

50

　
一
五
七
一
年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
初
め

て
長
崎
に
入
港
し
た
の
は
、
大
村
純
忠
と

イ
エ
ズ
ス
会
が
開
港
協
定
を
結
ん
だ
翌
年

だ
っ
た
。
禁
教
に
よ
り
海
外
交
流
が
厳
し

く
制
限
さ
れ
て
も
、
オ
ラ
ン
ダ
船
や
唐
船

が
来
航
し
、
長
崎
の
ま
ち
は
国
際
貿
易
都

市
と
し
て
華
ひ
ら
く
こ
と
に
な
る
。
出
島

や
唐
人
屋
敷
を
起
点
に
様
々
な
モ
ノ
や
コ

ト
が
行
き
交
う
よ
う
に
な
っ
た
時
代
。
禁

教
の
下
、
異
な
る
民
族
は
ど
の
よ
う
に
共

生
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
の
学
芸
員
・
深

瀬
公
一
郎
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
江
戸
時
代
の
長
崎
に
は
異
な
る
民
族
や

文
化
、
宗
教
が
衝
突
す
る
こ
と
な
く
暮
ら

せ
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
し
た
。
出
島
や
唐

人
屋
敷
な
ど
交
流
の
場
を
限
定
し
た
居
留

地
が
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
ま
た
奉
行
所
の

役
人
や
町
人
も
、
浦
上
村
の
人
々
が
キ
リ

シ
タ
ン
で
あ
る
こ
と
に
は
薄
々
気
づ
い
て

い
た
け
れ
ど
も
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
キ
リ
シ

タ
ン
は
邪
宗
で
あ
っ
て
こ
こ
に
い
る
人
た

ち
は
異
宗
。
邪
宗
は
幕
府
に
反
抗
す
る
け

れ
ど
も
、
異
宗
は
そ
ん
な
こ
と
は
し
な
い
。

無
用
な
争
い
を
避
け
る
た
め
の
論
理
の
下

で
、
共
に
暮
ら
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
の

頃
の
長
崎
の
ま
ち
は
、
多
様
性
に
寛
容
な

ま
ち
だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
幕
末
に
な

り
ふ
た
た
び
外
国
人
宣
教
師
が
現
れ
る
と
、

浦
上
の
信
徒
た
ち
は
信
仰
を
告
白
し
、

新
た
な
展
開
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
」
。

　

長
崎
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
を
語
る
場
合
、

厳
し
い
弾
圧
や
迫
害
の
歴
史
に
目
を
向
け

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
一
方
で
「
長

崎
に
は
他
者
を
排
斥
せ
ず
受
け
入
れ
て
融

合
す
る
文
化
が
あ
る
」
と
深
瀬
さ
ん
は
考

え
る
。

　
西
洋
と
の
出
会
い
や
貿
易
と
都
市
の
繁

栄
、
人
々
の
交
流
な
ど
長
崎
の
ま
ち
を
舞

台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
多
様
な
歴
史

の
真
実
。
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
で
は
、

そ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
貴
重
資
料

や
分
か
り
や
す
い
解
説
と
と
も
に
紹
介
し

て
い
る
。

ふ
か

せ

こ
う
い
ち
ろ
う

長崎歴史文化
博物館
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緑
豊
か
な
長
崎
公
園
の
一
角
、
長
崎
歴

史
文
化
博
物
館
が
位
置
す
る
場
所
に
は
か

つ
て
長
崎
奉
行
所
立
山
役
所
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
と
「
山
の
サ

ン
タ
・
マ
リ
ア
教
会
」
が
建
っ
て
い
た
。

江
戸
幕
府
直
轄
領
の
中
で
も
、
長
崎
奉

行
所
に
は
町
政
や
市
中
巡
見
、
長
崎
貿
易

の
管
理
・
統
制
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
取
り
締

ま
り
な
ど
重
要
職
が
任
せ
ら
れ
て
い
た
と

い
う
。

　
博
物
館
が
建
設
さ
れ
る
際
に
は
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
、
立
山
役
所
の
石
垣
や
石
段

の
一
部
が
出
土
。
そ
れ
ら
が
現
地
で
再
利

用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
建
物
自
体
に
も
奉

行
所
時
代
を
彷
彿
と
す
る
仕
掛
け
が
施
さ

れ
て
お
り
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
気
分
で

楽
し
め
る
。
設
計
を
担
当
し
た
世
界
的
建

築
家
・
黒
川
紀
章
氏
（
故
人
）
が
奉
行
所

の
内
部
を
調
べ
る
う
え
で
参
考
に
し
た
の

は
、一
八
〇
八
年
に
描
か
れ
た
絵
図
『
長
崎

諸
官
公
衙
図
』
だ
っ
た
。
奉
行
所
を
”実

物
大
の
展
示
品
“
と
捉
え
た
黒
川
氏
は
、

絵
図
に
記
さ
れ
た
間
取
り
か
ら
奉
行
所
の

一
部
を
現
代
に
よ
み
が
え
ら
せ
た
。
ま
た

常
設
展
示
室
に
は
、
踏
絵
な
ど
キ
リ
シ
タ

ン
の
取
り
締
ま
り
に
使
わ
れ
た
も
の
が
展

示
さ
れ
て
お
り
、
奉
行
所
が
あ
っ
た
事
実

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
長
崎
の
ま
ち
は
、
小
さ
い
な
が
ら
も
見

ど
こ
ろ
が
溢
れ
て
い
る
。
観
光
の
際
に
は
、

予
習
の
た
め
に
ま
ず
こ
こ
を
訪
れ
て
み
る

の
も
い
い
。
も
し
く
は
観
光
地
を
巡
っ
た

後
、
気
に
な
っ
た
り
疑
問
に
感
じ
た
り
し

た
ポ
イ
ン
ト
の
答
え
合
わ
せ
を
す
る
の
も

い
い
だ
ろ
う
。

奉
行
所
時
代
へ

タ
イ
ムス
リ
ッ
プ

長崎歴史文化博物館
長崎市立山１丁目1-1
TEL.095-818-8366
開館時間／８時半～19時
（12月～３月は18時閉館）

※いずれも最終入館は30分前まで
休館日／第１・３月曜

常設展観覧料／大人630円、小中高校生310円
※入館は無料
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な
が
さ
き

し
ょ
か
ん
こ
う
が

ず

マリア観音像（すべて東京国立博物館蔵） 踏絵（東京国立博物館蔵）長崎諸官公衙図
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全
十
二
図
か
ら
な
り
、一
六
一
〇
年
以
降
西
洋
で
出
版
さ
れ
た
銅
版
画

を
も
と
に
制
作
さ
れ
た
。当
時
の
宣
教
師
た
ち
は
、日
本
の
武
将
た
ち
か

ら
西
洋
の
武
人
の
武
装
姿
や
戦
闘
の
様
子
が
分
か
る
作
品
を
求
め
ら
れ

た
と
い
わ
れ
、こ
の
作
品
も
要
求
に
応
え
る
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の
だ

ろ
う
。長
崎
の
イ
エ
ズ
ス
会
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
画
学
舎
で
、ジ
ョバ
ンニ・ニコ
ラ
オ
の

指
導
の
も
と
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、盾
に
記
さ
れ
た

〝
H
I
S
〞に
十
字
架
を
つ
け
た
模
様
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
紋
章
。現
存
す
る

初
期
洋
風
画（
世
俗
画
）の
画
中
内
に
イ
エ
ズ
ス
会
と
の
直
接
的
な
関
係

を
示
す
も
の
は
本
作
以
外
に
な
い
。

重
要
文
化
財（
国
指
定
）

一
六
一
二 

│ 

一
六
一
四
年
頃

泰
西
王
侯
図
屏
風

（
イ
エ
ズス
会
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
画
学
舎
）

収
蔵
品

Collections

人
々
に
影
響
を
与
え
た
西
洋
文
化
の
輝
き
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日
本
人
が
見
よ
う
見
ま
ね
で
制
作
し

た
西
洋
風
の
絵
画
を「
洋
風
画
」と

言
う
。こ
の
作
品
は
初
期
洋
風
画
に

属
し
、作
者
は
イ
エ
ズ
ス
会
で
学
ん
だ

日
本
人
画
家
と
思
わ
れ
る
。石
造
り

の
建
物
の
そ
ば
で
、西
洋
婦
人
が

リ
ュー
ト
を
弾
い
て
い
る
様
子
が
描
か

れ
て
い
る
。

一
五
九
六 

│ 

一
六
一
四
年

弾
琴
図

ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
バ
ル

ゲ
ー
ニョ（
化
粧
箪
笥
）を
モ
デ
ル

に
し
て
日
本
で
制
作
さ
れ
た
輸

出
品
。蒔
絵
や
螺
鈿
細
工
に
よ
る

き
ら
び
や
か
な
装
飾
が
、南
蛮

ブ
ー
ム
に
華
や
い
だ
時
代
を
物

語
って
い
る
。

桃
山
時
代

螺
鈿
蒔
絵

四
季
彩
洋
櫃

大
友
宗
麟
の
名
代
と
し
て
天

正
遣
欧
使
節
に
参
加
し
た
伊

東
マン
シ
ョ
。二
〇
〇
五
年
十
一

月
に
ロ
ー
マ
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
十

三
世
の
生
家
で
発
見
さ
れ
た

作
品
は
、当
時
十
五
歳
か
十
六

歳
のマン
シ
ョ
が
や
や
右
側
か
ら

描
か
れ
て
い
る
。木
炭
デ
ッ
サ
ン

し
た
後
、顔
の
み
に
淡
い
水
彩

が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
お
り
、マ
ン

シ
ョ
単
独
で
こ
こ
ま
で
精
巧
に

描
か
れ
て
い
る
も
の
は
こ
の
作

品
の
ほ
か
に
は
な
い
。

一
五
八
五
年

伊
東
マンショ

肖
像
画

5657



キ
リ
シ
タ
ン
を
摘
発
し
た
者
に

対
し
て
懸
賞
金
を
支
払
う
こ

と
を
告
知
。〝
ば
て
れ
ん
〞に
は

銀
五
百
枚
、〝
い
る
ま
ん
〞に
は

銀
三
百
枚
の
懸
賞
金
と
記
さ

れ
て
い
る
。

一
七
一
一
年

キ
リ
シ
タ
ン
制
札

（
正
徳
元
年
）
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向
け
ら
れ
た
疑
い
と

取
り
締
ま
り
の
史
実
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一
六
〇
〇
年
前
後
の
長
崎
の
ま
ち
は
「
小

ロ
ー
マ
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
、
い
く
つ
も

の
教
会
が
建
ち
並
ん
で
い
た
。
そ
の
一
つ
が
、

現
在
の
桜
町
小
学
校（
旧
勝
山
小
学
校
）の
場
所

に
あ
っ
た
「
サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
教
会
」
だ
。

　

サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
教
会
が
建
っ
て
い
た

期
間
は
わ
ず
か
五
年
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

二
〇
〇
〇
年
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
は
聖
母

像
が
彫
ら
れ
た
メ
ダ
イ
や
真
鍮
の
十
字
架
、
八

十
枚
を
超
え
る
数
の
花
十
字
紋
瓦
な
ど
が
出

土
し
、
専
門
家
た
ち
を
驚
か
せ
た
。

　

教
会
が
建
っ
て
い
た
場
所
は
現
在
、
資
料

館
に
な
っ
て
お
り
、
教
会
遺
構
が
そ
の
ま
ま

展
示
さ
れ
て
い
る
。
長
崎
の
ま
ち
で
「
小

ロ
ー
マ
」
と
呼
ば
れ
た
頃
の
面
影
を
探
す
の

は
難
し
い
。
し
か
し
こ
こ
に
立
て
ば
、
四
百

年
の
時
を
超
え
て
、
歴
史
の
息
づ
か
い
が
聞

こ
え
て
く
る
。

受
け
継
が
れ
る
心 

②

四
百
年
の
時
を
超
え
て

語
り
か
け
る

サ
ン
ト・ド
ミ
ン
ゴ
教
会

受け継がれる心 ②

60

サント・ドミンゴ教会跡資料館
長崎市勝山町30-1（桜町小学校内）
TEL.095-829-4340　開場時間／９時～17時
休館日／月曜日、12/29～1/3　入館料／無料
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再布教期以降の
長崎とキリスト教史

博物館キリシタン
大浦天主堂Oura

Church
Christian
Museum

江
戸
か
ら
明
治
へ

変
貌
し
た
町
の
動
き

　
安
政
の
五
カ
国
条
約
に
よ
り
、
一
八
五

九
年
以
降
ア
メ
リ
カ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ロ
シ

ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
対
外
貿

易
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
長
崎
。
増
加
す

る
外
国
人
に
対
応
す
る
た
め
、
南
山
手
、

東
山
手
、
大
浦
に
居
留
地
が
造
成
さ
れ
、

外
国
人
信
徒
の
た
め
に
大
浦
天
主
堂
（
通

称
フ
ラ
ン
ス
寺
）
が
建
て
ら
れ
た
。
変
貌

す
る
ま
ち
の
空
気
は
、
潜
伏
し
て
い
た
キ

リ
シ
タ
ン
の
心
を
突
き
動
か
し
た
の
だ
ろ

う
。
大
浦
天
主
堂
を
訪
れ
た
浦
上
村
の
信

徒
は
、
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
神
父
に
こ
う
伝
え

た
と
い
う
。「
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
の
御
像

は
ど
こ
」。
信
徒
発
見
後
、
ふ
た
た
び
激

し
さ
を
増
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
す
る
弾

圧
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
再
布
教
。
キ

リ
シ
タ
ン
禁
制
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
た
の

は
、
一
八
七
三
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
信
仰
告
白
の
場
と
な
っ
た
大
浦
天
主
堂

大浦天主堂
キリシタン博物館

現存する日本で最古のカトリック教会堂。
西坂の丘で殉教した日本二十六聖人に捧げられた教会でもあることから、

殉教地（西坂）の方向に向けて建てられている。 6263



の
境
内
に
は
、
二
つ
の
建
物
が
佇
ん
で
い

る
。
旧
羅
典
神
学
校
と
旧
長
崎
大
司
教
館

だ
。
現
在
は
大
浦
天
主
堂 

キ
リ
シ
タ
ン
博

物
館
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
、
訪
れ
た

人
々
に
西
洋
と
の
出
会
い
や
禁
教
・
潜
伏

期
の
歴
史
、
信
徒
発
見
に
至
る
日
本
の
キ

リ
シ
タ
ン
史
な
ど
に
関
す
る
学
び
の
場
を

提
供
し
て
い
る
。
収
蔵
品
の
多
く
は
、
キ

リ
ス
ト
教
の
再
布
教
期
以
降
に
集
め
ら
れ

た
も
の
。
ド
・
ロ
神
父
が
制
作
し
た
ド
・

ロ
版
画
《
善
人
の
最
期
》
な
ど
布
教
に
用

い
ら
れ
た
も
の
や
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
合
流

し
た
の
を
機
に
信
徒
か
ら
託
さ
れ
た
信
仰

用
具
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
印
刷
事
業
を
担
当
し
て
い
た
ド
・
ロ
神

父
の
多
才
ぶ
り
は
、
こ
の
二
つ
の
建
物
に

も
表
れ
て
い
る
。
現
在
、
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
旧
羅
典
神
学
校
は
、

禁
教
が
解
か
れ
た
二
年
後
に
建
設
。
一
九

一
五
年
に
は
二
代
目
の
長
崎
大
司
教
館
が

建
て
ら
れ
、
い
ず
れ
も
ド
・
ロ
神
父
が
設

計
を
手
が
け
た
。
外
壁
に
取
り
付
け
ら
れ

た
”よ
ろ
い
戸
留
“
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
仕

込
み
の
意
匠
も
建
設
時
の
ま
ま
大
切
に
保

存
さ
れ
て
お
り
、
建
物
そ
の
も
の
が
貴
重

な
宝
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
学
芸
員
の
島
由

季
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
る
。
「
長
崎
で

親
し
ま
れ
て
い
る
ド
・
ロ
神
父
が
手
が
け

た
デ
ザ
イ
ン
と
日
本
人
大
工
に
よ
る
漆
喰

や
瓦
、
レ
ン
ガ
な
ど
を
用
い
た
和
洋
折
衷

の
美
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
展
示

を
通
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
史
の
全
容
を
学

ん
で
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
日
本
に
お
け
る

キ
リ
ス
ト
教
の
再
布
教
期
に
あ
た
る
時
期

に
、
長
崎
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
も

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
」
。

　
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
る
大
浦
天
主
堂
。
潜
伏
し
て

い
た
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
に
一
筋
の
光
を
も

た
ら
し
た
祈
り
の
地
は
、
現
在
に
至
る
道

の
り
を
深
く
知
る
ほ
ど
そ
の
存
在
の
尊
さ

に
気
づ
く
。

大浦天主堂
キリシタン博物館

長崎市南山手町5-3　TEL.095-801-0707
開館時間／８時半～18時（11月～２月は17時半閉館）

※いずれも最終入館は30分前まで
休館日／年中無休

（教会行事や展示替えなどで休館する場合があります）
入館料／大浦天主堂拝観料に含む

（大人1000円、中高生400円、小学生300円）

元和の大殉教図旧羅典神学校旧長崎大司教館

き
ゅ
う
ら
て
ん
し
ん
が
っ
こ
う
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収
蔵
品

ふ
た
た
び
始
ま
っ
た

布
教
活
動
が

信
徒
た
ち
に
光
を
も
た
ら
す

一
八
七
五
年
か
ら
一
八
七
九
年
に
制
作
さ
れ
た
通
称「
ド・ロ

版
画
」。布
教
の
際
に
教
義
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め

の
教
義
図
と
、教
会
な
ど
祈
り
の
空
間
を
飾
る
た
め
の
聖
人
図

が
五
種
類
ず
つ
あ
る
う
ち
の
教
義
図
の
一
つ
。信
徒
が
死
を
迎

え
る
前
に
、司
祭
に
よ
り
最
後
の
秘
跡
を
受
け
る
様
子
が
表
さ

れ
て
い
る
。

一
八
七
五
年 

│
一
八
七
九
年

ド・ロ
版
画《
善
人
の
最
期
》

司
教
が
儀
式
の
際
に
手
に
す
る
。フ
ラ
ン
ス
系
イ

エ
ズ
ス
会
が
設
立
し
た
上
海
の
孤
児
院
に
は
子

ど
も
た
ち
に
技
術
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
工
房

が
あ
り
、こ
の
杖
は
そ
こ
で
作
ら
れ
た
も
の
。

司
教
が
特
別
な
ミ
サ
の
際
に
使
用
。赤
色
の
ほ

か
に
白
、緑
、紫
、黒
、バ
ラ
色
が
あ
り
典
礼
に

よって
身
に
着
け
る
色
が
異
な
る
。

十
九
世
紀 

│ 

二
十
世
紀

司
教
杖
と
手
袋

杖手
袋

司
教
が
典
礼
の
際
に
か
ぶ
る
冠
。

年
代
不
明

ミ
ト
ラ

6667
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一
九
五
二
年
に
行
わ
れ
た
大
浦
天
主
堂
改

修
工
事
を
記
念
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
。

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
踏
絵
の
複
製
に

な
る
が
、板
の
部
分
に
は
天
主
堂
の
古
材
が

使
用
さ
れ
て
い
る
。キ
リ
シ
タ
ン
か
ら
没
収

し
た
信
仰
用
具
を
、板
に
は
め
て
補
強
し

た
も
の
を
板
踏
絵
と
呼
ぶ
。

一
九
五
二
年

板
踏
絵

無
原
罪
の

御
宿
り
の
聖
母（
複
製
）

一
九
〇
七
年
に
出
津
教
会
の
助
祭
と

し
て
赴
任
し
た
中
村
吾
作
神
父
が
、

当
時
主
任
司
祭
を
務
め
て
い
た
ド・ロ

神
父
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。三
角
金
具
に
は「
不
思
議

の
メ
ダ
イ
」が
表
さ
れ
て
い
る
。

十
九
世
紀 

│ 

二
十
世
紀

ロ
ザ
リ
オ

大
勢
の
浦
上
の
信
徒
が
検
挙

さ
れ
た「
浦
上
四
番
崩
れ
」。

プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
神
父
は
、国
内

各
地
へ
流
罪
と
なっ
た
信
徒
に

励
ま
し
の
手
紙
を
送
っ
た
。

ロ
ー
マ
教
皇
が
浦
上
の
信
徒

を
心
か
ら
案
じ
て
お
り
、祈

り
を
捧
げ
て
い
る
と
綴
ら
れ

て
い
る
。

十
九
世
紀

プ
テ
ィ
ジ
ャン

司
教
の

司
牧
書
簡

磔
に
さ
れ
た
イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト

像
。も
と
も
と
は
十
字
架
に
固

定
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。五

島
市
奈
留
島
の
か
く
れ
キ
リ
シ

タ
ン
が
代
々
受
け
継
い
で
い
た
も

の
と
伝
わ
る
。

年
代
不
明

十
字
架
上
の

キ
リ
ス
ト
像

は
り
つ
け
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”お
す
わ
さ
ん
“の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い

る
諏
訪
神
社
の
秋
の
大
祭
、
長
崎
く
ん
ち
。

一
六
三
四
年
か
ら
続
く
祭
礼
は
二
人
の
遊
女
、

高
尾
と
音
羽
が
諏
訪
神
社
の
神
前
に
謡
曲
「
小

舞
」
を
奉
納
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
る
。

　

現
在
は
毎
年
十
月
七
日
（
前
日
）・
八
日

（
中
日
）・
九
日
（
後
日
）の
三
日
間
に
わ

た
っ
て
執
り
行
わ
れ
、
見
ど
こ
ろ
は
長
崎
市

内
五
十
八
カ
町
の
中
か
ら
、
そ
の
年
の
当
番

町
が
奉
納
す
る
絢
爛
豪
華
な
演
し
物
。
龍
踊

や
鯨
の
潮
吹
き
、
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
な
ど
特
色

あ
る
奉
納
踊
は
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
唐
人

船
、
阿
蘭
陀
船
、
龍
船
な
ど
船
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
演
し
物
も
少
な
く
な
い
。

　

か
つ
て
長
崎
の
ま
ち
に
繁
栄
を
も
た
ら
し

た
海
の
道
。
伝
統
あ
る
祭
り
は
、
様
々
な
民

族
が
船
を
使
っ
て
行
き
来
し
た
海
外
交
流
の

歴
史
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

受
け
継
が
れ
る
心 

③

モッテ
コ
ー
イ
の
掛
け
声
が

響
き
渡
る
三
日
間

伝
統
の
長
崎
く
ん
ち

受け継がれる心 ③
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朱
塗
り
の
円
卓
を
囲
ん
で
、
大
皿
に
盛
ら

れ
た
料
理
を
各
人
が
小
皿
に
取
っ
て
い
た
だ

く
卓
袱
料
理
は
、
江
戸
時
代
に
国
際
貿
易
の

中
心
で
あ
っ
た
長
崎
で
発
展
し
た
、
華
や
か

な
宴
会
料
理
。
日
本
料
理
を
は
じ
め
ポ
ル
ト

ガ
ル
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
な

ど
異
国
の
料
理
が
融
合
し
た
長
崎
独
自
の
伝

統
料
理
だ
。

　
現
在
、
卓
袱
料
理
は
長
崎
市
内
の
料
亭
で

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
。
宴
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
る
の
は
、
艶
や
か
に
舞
う
長
崎
検
番

の
芸
子
衆
た
ち
。
か
つ
て
は
江
戸
の
吉
原
、

京
の
島
原
と
並
ぶ
三
大
花
街
と
謳
わ
れ
た
長

崎
丸
山
で
芸
の
道
に
生
き
る
彼
女
た
ち
は
、

こ
の
地
が
育
ん
で
き
た
伝
統
文
化
そ
の
も
の
。

　

長
崎
の
お
も
て
な
し
は
、
皆
で
一
つ
の

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
過
ご
す
和
や
か
な
時
間

の
中
に
あ
る
。

受
け
継
が
れ
る
心 

④

長
崎
の
伝
統
文
化
が

咲
き
誇
る

華
や
か
な
お
も
て
な
し

受け継がれる心 ④
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長崎港を一望
景観と調和した
憩いのアート空間

長崎県 美術館Nagasaki
Prefectural

Art
Museum

ス
ペ
イ
ン
美
術
の

真
髄
に
迫
る

須
磨
コレ
ク
シ
ョン

長崎県美術館
長崎市出島町2-1
TEL.095-833-2110
開館時間／10時～20時
休館日／毎月第２・第４月曜

（休日・祝日の場合は火曜休館）、
12月29～１月１日

コレクション展観覧料／一般420円、大学生310円、
小中高生210円、70歳以上310円

※入館は無料

　
長
崎
を
貿
易
の
拠
点
と
し
て
選
ん
だ
の

は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
と
と
も

に
来
日
し
た
ス
ペ
イ
ン
人
宣
教
師
コ
ス

メ
・
デ
・
ト
ー
レ
ス
だ
っ
た
。
以
来
始

ま
っ
た
長
崎
と
ス
ペ
イ
ン
の
交
流
は
、
あ

る
日
本
人
男
性
が
所
有
し
て
い
た
美
術
品

が
長
崎
に
渡
る
要
因
に
も
な
る
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
特
命
全
権
公
使

と
し
て
ス
ペ
イ
ン
に
赴
任
し
た
須
磨
彌
吉

郎
と
い
う
人
物
が
い
た
。
長
崎
県
美
術
館

が
誇
る
『
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
は
、
須

磨
が
在
任
中
に
現
地
で
収
集
し
た
美
術
品

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
須
磨
は
長

崎
出
身
で
は
な
い
。
息
を
引
き
取
る
約
十

日
前
に
「
ス
ペ
イ
ン
と
ゆ
か
り
の
深
い
土

地
へ
」
と
自
ら
の
意
思
で
長
崎
県
に
寄
贈

し
た
と
い
う
。

　
か
つ
て
須
磨
が
ス
ペ
イ
ン
で
収
集
し
た

美
術
品
は
千
七
百
点
以
上
に
の
ぼ
り
、
長

崎
県
美
術
館
は
そ
の
う
ち
の
約
五
百
点
を

所
蔵
し
て
い
る
。
学
芸
員
の
森
園
敦
さ
ん

は
ス
ペ
イ
ン
美
術
の
魅
力
を
こ
う
語
る
。

「
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
の
よ
う
な
華
や

か
さ
は
な
く
、
む
し
ろ
暗
い
印
象
を
持
た

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
華
美
な
装

飾
が
そ
ぎ
落
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

描
か
れ
た
対
象
の
本
質
が
ス
ト
レ
ー
ト
に

観
る
者
に
伝
わ
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
」
。

ま
た
森
園
さ
ん
は
「
須
磨
の
存
在
が
新
た

な
交
流
を
は
ぐ
く
む
架
け
橋
に
な
っ
て
い

る
」
と
も
話
す
。
「
当
時
の
ス
ペ
イ
ン
政

府
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
返
還
交
渉
の
過

程
で
、
須
磨
が
所
有
し
て
い
た
美
術
品
の

中
か
ら
歴
史
的
に
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の

を
買
い
上
げ
ま
し
た
。
現
在
そ
れ
ら
の
作

品
は
プ
ラ
ド
美
術
館
な
ど
で
展
示
さ
れ
て

お
り
、
私
た
ち
長
崎
と
ス
ペ
イ
ン
の
文
化

交
流
の
懸
け
橋
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
」
。

　
長
崎
水
辺
の
森
公
園
に
隣
接
す
る
美
術

館
の
目
の
前
に
は
、
か
つ
て
異
国
の
人
々

が
目
指
し
た
長
崎
の
港
が
広
が
っ
て
い
る
。

海
を
隔
て
て
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
交
流
の

歴
史
は
、
先
人
た
ち
が
遺
し
た
美
術
品
を

通
じ
て
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
。

長崎県美術館

ろ
う

す

ま

や
き
ち

写真左／常設展
示室。須磨コレク
ションをはじめとす
る近現代のスペイ
ン美術に加えて、洋
画・工芸・日本画・写
真・版画など長崎
ゆかりの作品も展
示している。
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フェ
リ
ペ
２
世
は
二
十
九
歳
の
若
さ
で
国
王
に
即
位
。ス
ペ
イ
ン

を
政
治
的・経
済
的
に
ヨ
ー
ロッ
パ
最
強
の
王
国
に
ま
で
発
展

さ
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。本
作
で
は
、四
十
歳
前
後
の
相
貌
が

ほ
ぼ
等
身
大
の
サ
イ
ズ
で
描
か
れ
て
い
る
。

一
六
〇
〇
年
頃（
須
磨
コレ
ク
ション
）

作
者
不
詳

フェリ
ペ
２
世

舟
越
が
原
城
跡
を
訪
れ
た
約
十
年
後

に
制
作
。壮
絶
な
戦
い
の
地
だ
っ
た
こ

と
が
ま
る
で
嘘
の
よ
う
に
長
閑
な
景

色
の
中
に
、討
死
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
武

士
が
立
ち
上
が
る
姿
を
思
い
描
い
た
。

ブ
ロン
ズ

一
九
七
一
年

原
の
城

長
崎
二
十
六
殉
教
者
記
念
像
の
制

作
時
に
描
か
れ
た
デ
ッ
サ
ン
の
中
の

一
枚
。二
十
六
人
の
視
点
の
向
き
な

ど
、構
想
を
重
ね
た
末
に
等
身
大
の

像
が
完
成
し
た
。

一
九
六
一
年

二
十
六
聖
人
の

た
め
の
デ
ッ
サ
ン

聖
ル
ド
ビコ
茨
木

収
蔵
品

Collections

天
正
遣
欧
使
節
も
謁
見

ス
ペ
イ
ン
最
強
時
代
の
国
王

彫
刻
家
・
舟
越
保
武
と
長
崎
の
キ
リ
シ
タ
ン

舟
越
保
武
は
長
男
の
死
を
き
っか
け
に
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
な
り
、

キ
リ
ス
ト
教
に
関
連
す
る
作
品
を
数
多
く
制
作
し
た
。

西
坂
の
丘
で
殉
教
し
た
二
十
六
聖
人
を
象
っ
た
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
作
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
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日
本
二
十
六
聖
人

殉
教
地（
西
坂
公
園
）

か
つ
て
は
長
崎
港
を
一
望
で
き
た
と
い
う
長
崎
駅
前
の
小
高
い
丘
。

西
坂
公
園
は
西
坂
の
丘
と
呼
ば
れ
、六
人
の
宣
教
師
と
二
十
人
の

日
本
人
信
徒
が
殉
教
し
た
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。一
九
六

二
年
、日
本
二
十
六
聖
人
列
聖
百
年
を
記
念
し
て
記
念
館
、記
念

聖
堂（
聖
フ
ィ
リ
ッ
ポ
教
会
）、レ
リ
ー
フ
が
建
立
さ
れ
た
。レ
リ
ー

フ
に
は
彫
刻
家
の
舟
越
保
武
が
制
作
し
た
、二
十
六
人
の
昇
天
す

る
様
子
を
象
った
等
身
大
の
像
が
は
め
こ
ま
れ
て
い
る
。
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江戸時代の
人になったつもりで
歩いてみましょう。出

島

つ
て
国
際
貿
易
都
市
と

し
て
発
展
し
て
き
た
歴

史
を
も
つ
長
崎
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
に
外
国
人
た
ち
が
暮
ら
す

居
留
地
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
東

ア
ジ
ア
交
流
史
を
専
門
と
す
る
長

崎
歴
史
文
化
博
物
館
の
深
瀬
さ
ん

と
三
つ
の
居
留
地
を
め
ぐ
り
な
が

ら
、
国
際
貿
易
都
市
・
長
崎
の
魅

力
に
迫
る
。

　
出
島
は
も
と
も
と
キ
リ
ス
ト
教

の
布
教
を
行
っ
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
を
収
容
す
る
目
的
で
、
一
六

三
六
年
、
二
十
五
人
の
有
力
な
長

崎
町
人
た
ち
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の

来
航
が
禁
止
さ
れ
る
と
、
彼
ら
は

平
戸
に
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を

出
島
へ
と
誘
致
す
る

が
、
深
瀬
さ
ん
は
そ

う
し
た
と
こ
ろ
に
長

崎
町
人
の
商
売
人
気

質
が
よ
く
表
れ
て
い

る
と
話
す
。「
で
も

オ
ラ
ン
ダ
に
も
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り

ま
し
た
。
当
時
の
経
済
の
中
心
は

中
国
。
日
本
の
銀
は
質
が
良
く
、

中
国
で
は
数
倍
の
値
が
付
き
ま

し
た
か
ら
、
大
き
な
利
益
が
出

ま
し
た
」。

　
出
島
の
敷
地
は
約
四
千
坪
。
端

か
ら
端
ま
で
歩
い
て
も
す
ぐ
だ
。

深
瀬
さ
ん
は
、
こ
の
狭
さ
こ
そ
が

出
島
の
最
も
大
き
な
特
徴
だ
と
言

う
。「
日
本
で
は
、
出
島
は
西
洋

と
の
唯
一
の
”窓
口
“
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か

ら
考
え
る
と
、
長
崎
は
世
界
の

”貿
易
都
市
“
の
一
つ
で
あ
り
、

繁
栄
を
極
め
た
魅
力
的
な
ま
ち
で

し
た
。
し
か
し
そ
の
国
際
貿
易
都

市
の
拠
点
が
こ
ん
な
に
も
小
さ
く

て
、
狭
い
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
驚

か
さ
れ
ま
す
」。

　
出
島
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
軍

事
的
緊
張
感
が
な
い
こ
と
。「
オ

ラ
ン
ダ
は
貿
易
を
優
先
す
る
た
め

に
日
本
に
徹
底
的
に
従
う
立
場
を

取
り
、
武
装
解
除
を
行
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
出
島
で
は
争
い
は
起
き

て
い
ま
せ
ん
。
一
般
的
に
は
外
国

人
を
狭
い
場
所
に
閉
じ
込
め
る

行
為
は
迫
害
と
い
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
軍
事
的
緊
張
感
が

な
い
ゆ
え
に
出
島
の
歴
史
は
迫

害
で
は
な
く
、
文
化
交
流
と
い
う

視
点
で
語
ら
れ
る
の
で
す
」。
出

島
が
二
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て

国
際
貿
易
都
市
で
あ
り
続
け
た

の
は
、
平
和
が
も
た
ら
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。

か

営みに出会う旅 ②

80

営
み
に

出
会
う

旅　

②

現在、出島では16棟もの建物が復元され、19世紀初頭の姿を取り戻そうとしている。漢洋長崎居留図巻 部分（長崎歴史文化博物館蔵）
出島では様々な人種の人たちの交流があったことが分かる。

肥前長崎図（長崎歴史文化博物館蔵） 3つの居留地はこんなに近くにあった！

外国人居留地

出島

唐人屋敷

三
つ
の
居
留
地

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館 

学
芸
員　

深
瀬
さ
ん
と
往
く

〜
出
島・唐
人
屋
敷
跡・旧
外
国
人
居
留
地
〜

長崎市出島6-1
TEL.095-821-7200
（出島総合案内所）
営業時間／8時～21時
（最終入場20時40分）
定休日／年中無休
入場料／大人520円、
高校生200円、
小・中学生100円

国指定史跡
出島和蘭商館跡
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唐人屋敷跡

島
を
後
に
し
、
賑
わ
う

中
華
街
を
通
っ
て
唐
人

屋
敷
跡
へ
と
向
か
う
。
わ
ず
か
十

分
ほ
ど
の
距
離
に
オ
ラ
ン
ダ
人
と

中
国
人
が
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
を

思
え
ば
、
改
め
て
長
崎
は
独
特
の

歴
史
を
有
し
て
い
る
と
感
じ
る
。

　
唐
人
屋
敷
が
造
成
さ
れ
た
の
は

一
六
八
九
年
。
市
中
に
あ
ふ
れ
て

い
た
密
貿
易
を
取
り
締
ま
る
た
め
、

中
国
人
た
ち
を
一
カ
所
に
集
め
る

政
策
で
あ
っ
た
。

　
長
崎
奉
行
所
の
判
決
記
録
「
犯

科
帳
」
の
中
で
最
も
多
い
犯
罪
は

「
抜
荷
」、
つ
ま
り
密
貿
易
で
あ
る
。

深
瀬
さ
ん
は
、
抜
荷
が
横
行
し

た
背
景
に
は
、
船
乗
り
た
ち
の

貿
易
が
あ
る
と
話
す
。「
当
時
、

商
人
だ
け
で
な
く
船
乗
り
た
ち
も

貿
易
を
し
て
い
ま
し
た
。
船
乗
り

た
ち
に
と
っ
て
貿
易
は
魅
力
的
な

収
入
で
あ
り
、
優
秀
な
船
乗
り
た

ち
が
唐
船
に
集
ま
っ
て
い
た
の
で

す
。
で
す
か
ら
唐
人
屋
敷
に
閉
じ

込
め
ら
れ
貿
易
が
制
限
さ
れ
る
と

破
産
し
て
し
ま
う
の
で
、
彼
ら
は

抜
荷
を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
」。

　
抜
荷
を
取
り
締
ま
り
す
ぎ
る
と
、

船
乗
り
が
集
ま
ら
ず
唐
船
は
来
な

く
な
り
、
貿
易
で
潤
っ
て
い
た
長

崎
は
す
ぐ
に
立
ち
い
か
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。「
長
崎
奉
行
は
幕
府

の
命
令
に
従
っ
て
抜
荷
を
取
り
締

ま
る
か
、
長
崎
の
ま
ち
の
繁
栄
の

た
め
に
規
制
を
緩
め
る
か
を
選
ぶ

必
要
が
あ
り
、
常
に
ジ
レ
ン
マ
を

抱
え
て
い
た
の
で
す
」。

　
唐
人
屋
敷
跡
に
は
い
く
つ
か
の

お
堂
が
見
ら
れ
る
。
土
人
堂
は
唐

人
屋
敷
が
で
き
た
わ
ず
か
二
年
後

に
建
て
ら
れ
た
祈
り
の
場
だ
。
そ

し
て
土
人
堂
の
奥
に
は
唐
人
屋
敷

時
代
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
が
伸

び
て
い
る
。
「
唐
人
屋
敷
と
い
う

名
前
は
、
長
崎
奉
行
が
付
け
た
も

の
で
す
。
そ
こ
に
は
、
こ
こ
は
決

し
て
『
唐
人
町
』
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
も
宿
泊
所
、
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
唐
人
屋

敷
が
完
成
す
る
と
、
中
で
屋
台
を

出
す
中
国
人
た
ち
が
現
れ
、
数
十

年
後
に
は
実
質
『
唐
人
町
』
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
出
島
は
商
館

で
す
が
、
唐
人
屋
敷
は
町
と
し
て

機
能
し
て
い
た
の
で
す
。
唐
人
屋

敷
の
魅
力
は
、
こ
う
し
た
人
間
の

た
く
ま
し
さ
に
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
」
。

出

営みに出会う旅 ②

82

漢洋長崎居留図巻 部分
（長崎歴史文化博物館蔵）
唐人屋敷は出島の2倍ほど
の大きさで2階建ての瓦葺き
長屋が20棟あり、約2000人
の収容能力を持っていた。

営
み
に

出
会
う

旅　

②

ぬ
け
に

唐人屋敷跡には中国人たちが祈りの場として建てた土人堂、観音堂、天后堂が残っており、当時を偲ばせる。
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営みに出会う旅 ②

国
情
緒
豊
か
な
長
崎
を

実
感
す
る
の
が
、
東
山

手
・
南
山
手
エ
リ
ア
。
石
畳
の
坂

を
上
れ
ば
、
洋
館
や
教
会
が
建
ち

並
び
、
風
に
乗
っ
て
船
の
汽
笛
が

聞
こ
え
て
く
る
。
ま
ち
は
外
国
人

た
ち
が
暮
ら
し
た
頃
の
空
気
を
ま

と
い
、
ど
こ
と
な
く
華
や
か
だ
。

　
横
浜
・
函
館
と
と
も
に
開
港
し

た
長
崎
の
ま
ち
に
外
国
人
居
留
地

が
造
成
さ
れ
た
の
は
一
八
五
九
年

の
こ
と
。
グ
ラ
バ
ー
を
筆
頭
に
、

彼
ら
は
一
攫
千
金
を
夢
見
て
、
長

崎
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。

「
幕
末
に
は
攘
夷
運
動
に
よ
り
、

外
国
人
が
襲
わ
れ
る
事
件
が
起
こ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
居
留
地

は
外
国
人
を
守
る
た
め
に
造
ら

れ
ま
し
た
。
外
国
人
を
閉
じ
込

め
る
た
め
に
造
っ
た
出
島
や
唐

人
屋
敷
と
は
発
想
が
逆
で
す
ね
」
。

こ
う
し
て
長
崎
の
ま
ち
に
三
つ
目

の
居
留
地
が
誕
生
し
た
。
そ
し
て

こ
れ
に
よ
り
、
造
船
と
炭
鉱
と
い

う
新
た
な
産
業
が
生
ま
れ
、
近
代

の
長
崎
が
形
作
ら
れ
て
ゆ
く
。

　

開
国
後
、
出
島
は
外
国
人
居

留
地
に
編
入
さ
れ
、
唐
人
屋
敷

は
焼
失
し
た
。
し
か
し
長
崎
の
ま

ち
に
は
そ
の
面
影
が
色
濃
く
残
っ

て
い
る
。
ま
ち
を
歩
け
ば
朱
色
の

唐
寺
が
目
を
惹
き
、
港
を
見
下
ろ

す
丘
へ
の
道
は
レ
ン
ガ
造
り
の
壁

が
続
い
て
い
る
。

　
深
瀬
さ
ん
は
「
こ
ん
な
に
狭
い

範
囲
に
三
つ
の
居
留
地
が
あ
る

こ
と
、
ま
た
一
つ
の
ま
ち
が
国

際
貿
易
都
市
と
し
て
数
百
年
続

い
た
こ
と
は
珍
し
い
」
と
話
す
。

「
出
島
・
唐
人
屋
敷
・
外
国
人
居

留
地
に
よ
っ
て
衝
突
を
避
け
な
が

ら
、
長
崎
は
国
際
貿
易
都
市
と
し

て
繁
栄
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
異
文

化
交
流
の
成
功
事
例
で
す
。
一
方
、

異
文
化
交
流
の
衝
突
が
激
し
く
な

る
と
戦
争
に
な
り
ま
す
。
な
か
で

も
原
爆
は
人
類
史
上
、
最
大
の
悲

劇
の
一
つ
で
す
。
長
崎
は
異
文
化

交
流
の
光
と
影
を
知
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
を
同
時
に
記
憶
し
て
い

る
ま
ち
と
い
う
の
は
、
世
界
中
探

し
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が

長
崎
の
歴
史
と
文
化
か
ら
学
ぶ
こ

と
は
、
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
。
三
つ
の
居
留

地
が
知
ら
れ
ざ
る
国
際
貿
易
都

市
・
長
崎
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
て
く
れ
る
。

異

84

営
み
に

出
会
う

旅　

②

旧
外
国
人
居
留
地

オランダ坂の上に建つ東山手十二番館は1868年に建てられたもので、東山手地区に現存する最古の遺構。
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島
原
半
島

島
原
半
島
の
南
端
に
位
置
す
る
口
之
津
の
港
に

初
め
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
入
港
し
た
の
は
、

平
戸
か
ら
後
れ
る
こ
と
十
七
年
後
の
一
五
六
七
年
だ
っ
た
。

大
名
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
保
護
の
も
と
、多
く
の
領
民
が
受
洗
し
た
も
の
の
、

や
が
て
国
を
ゆ
る
が
す
大
事
件
が
勃
発
す
る
。

海
を
望
む
廃
城
に
集
結
し
た
市
井
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
、

何
を
願
い
、守
り
抜
こ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

キ
リ
シ
タ
ン
か
ら
届
く

メッ
セ
ー
ジ

H
istory

一
六
一
四
年

江
戸
幕
府
が
全
国
に
禁
教
令
を
発
令

一
六
三
七
年

島
原
・
天
草
一
揆
が
始
ま
る

一
六
三
八
年

島
原
・
天
草
一
揆
が
終
結
す
る

一
五
八
二
年

天
正
遣
欧
使
節
が
長
崎
を
出
発

一
五
八
〇
年

一
五
七
九
年

有
馬
晴
信
が
受
洗
。
有
馬
に
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
が
建
つ

巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
口
之
津
に
来
航

島原半島

表
面
に
星
、茨
冠
、金
づ
ち
、釘
抜
き
な
ど

「
受
難
の
道
具
」の
模
様
が
描
か
れ
た
聖

遺
物
を
収
め
る
た
め
の
容
器
。両
面
と
も

に
背
景
に
は
、「
魚
子
文
様
」と
呼
ば
れ
る

細
か
い
斑
点
状
の
細
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。

（
有
馬
キ
リ
シ
タ
ン
遺
産
記
念
館
所
蔵
）

十
六
世
紀
後
半 

│ 

十
七
世
紀
前
半

青
銅
製
箱
型

十
字
架な

な
こ
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光から影の時代へ
移り変わった
島原半島のキリシタン史

有馬キリシタン 遺産記念館 Arima
Christian
Heritage
Museum

　
有
馬
晴
信
の
受
洗
を
機
に
、
キ
リ
ス
ト

教
の
布
教
が
急
速
に
広
ま
っ
た
島
原
半
島
。

全
国
に
点
在
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
の
お

よ
そ
八
割
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

多
く
の
領
民
が
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
南
島
原
市
は
、
世
界
文
化
遺
産
「
長
崎

と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺

産
」
の
構
成
資
産
の
ひ
と
つ
原
城
跡
を
擁

す
る
ま
ち
だ
。
か
つ
て
晴
信
が
居
城
と
し

た
日
野
江
城
下
に
は
、
修
道
者
育
成
の
中

等
教
育
機
関
「
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
」
が
開
設
さ

れ
、
こ
こ
で
学
ん
だ
四
人
の
少
年
た
ち
が
、

長
崎
の
港
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
渡
っ
た
。

輝
か
し
い
功
績
を
手
に
、
約
八
年
半
の
旅

を
終
え
て
帰
国
し
た
四
人
だ
っ
た
が
、

待
っ
て
い
た
の
は
伴
天
連
追
放
令
が
発
布

さ
れ
た
後
の
キ
リ
シ
タ
ンへ
の
逆
風
だ
っ
た
。

　
そ
の
後
の
有
馬
晴
信
の
失
脚
、
徐
々
に

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン

に
対
す
る
弾
圧
、
藩
主
松
倉
勝
家
に
よ
る

重
税
と
圧
政
、
そ
し
て
飢
饉
。
国
内
の
キ

リ
シ
タ
ン
弾
圧
を
加
速
さ
せ
る
引
き
金
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
る
島
原
・
天
草
一
揆
は
、

様
々
な
要
因
が
重
な
っ
た
末
に
、
蜂
起
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
の

戦
い
だ
っ
た
。

　
一
九
九
二
年
に
始
ま
っ
た
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
、
原
城
に
立
て
こ
も
っ
て
い
た
一

揆
勢
の
遺
骨
や
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
用
具
な

ど
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
有
馬
キ
リ
シ

タ
ン
遺
産
記
念
館
で
は
、
原
城
築
城
や
一

揆
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
貴
重
な
出
土

資
料
や
歴
史
資
料
を
展
示
。
弾
圧
が
始
ま

る
以
前
の
西
洋
と
の
つ
な
が
り
や
、
信
仰

の
歴
史
も
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。

　

「
大
切
に
持
っ
て
い
た
信
仰
用
具
と
と

も
に
最
期
を
迎
え
た
の
で
し
ょ
う
。
遺
骨

の
そ
ば
か
ら
は
、
メ
ダ
イ
や
十
字
架
が
出

土
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
す
べ
て

の
一
揆
勢
が
篤
い
信
仰
心
を
持
っ
て
、
籠

城
し
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

す
」
と
学
芸
員
の
中
山
和
子
さ
ん
。
一
揆

勢
が
幕
府
側
に
放
っ
た
矢
文
に
は
、
次
の

よ
う
な
文
面
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
な
ぜ
彼

ら
が
蜂
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

か
、
切
迫
し
た
状
況
を
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
最
終
的
に
は
兵
糧
攻
め
を
仕
掛
け
、
総

大
将
の
天
草
四
郎
を
含
む
一
揆
勢
を
ほ
ぼ

全
滅
さ
せ
た
幕
府
軍
。
農
民
を
相
手
に
長

く
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

あ
ま
り
に
も
有
名
だ
。
そ
の
理
由
は
、
原

城
が
高
さ
三
十
一
メ
ー
ト
ル
の
断
崖
に
築

か
れ
た
、
周
囲
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お

よ
ぶ
巨
大
な
城
だ
っ
た
こ
と
。
戦
国
の
世

が
終
わ
り
、
戦
に
不
慣
れ
だ
っ
た
大
名
た

ち
の
力
量
不
足
が
関
係
し
た
と
も
考
え
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、一
揆
勢
に
と
っ
て
最

強
の
武
器
は
、
銃
で
も
刀
で
も
弓
矢
で
も

な
く
石
だ
っ
た
。

　
草
木
が
青
々
と
茂
り
、
対
岸
に
天
草
諸

島
を
望
む
原
城
跡
。
か
つ
て
こ
こ
を
砦
に

し
な
が
ら
、
平
穏
な
暮
ら
し
を
求
め
て

散
っ
て
い
っ
た
人
た
ち
が
い
た
。
資
料
を

通
じ
て
彼
ら
の
死
闘
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、

切
な
さ
が
胸
に
込
み
上
げ
て
く
る
。

受
洗
し
た
晴
信

セ
ミ
ナ
リ
ヨ
と
原
城
跡

出
土
品
か
ら
読
み
解
く

島
原
・
天
草
一
揆

有馬キリシタン遺産
記念館

島
原
半
島
南島原市

島原市
雲仙市
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の
歴
史
も
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。

　

「
大
切
に
持
っ
て
い
た
信
仰
用
具
と
と

も
に
最
期
を
迎
え
た
の
で
し
ょ
う
。
遺
骨

の
そ
ば
か
ら
は
、
メ
ダ
イ
や
十
字
架
が
出

土
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
す
べ
て

の
一
揆
勢
が
篤
い
信
仰
心
を
持
っ
て
、
籠

城
し
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

す
」
と
学
芸
員
の
中
山
和
子
さ
ん
。
一
揆

勢
が
幕
府
側
に
放
っ
た
矢
文
に
は
、
次
の

よ
う
な
文
面
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
な
ぜ
彼

ら
が
蜂
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

か
、
切
迫
し
た
状
況
を
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
最
終
的
に
は
兵
糧
攻
め
を
仕
掛
け
、
総

大
将
の
天
草
四
郎
を
含
む
一
揆
勢
を
ほ
ぼ

全
滅
さ
せ
た
幕
府
軍
。
農
民
を
相
手
に
長

上
様
の
ご
意
見
で
あ
れ
ば
、
永
代
キ
リ
シ

タ
ン
を
捨
て
る
こ
と
に
間
違
い
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。（
中
略
）
本
来
、
弓
矢
を
手
に

取
り
戦
う
こ
と
は
、
百
姓
の
す
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
長
門
守
（
松
倉
勝
家
）
の

政
治
は
あ
ま
り
に
ひ
ど
く
、
こ
の
よ
う
な
理

由
か
ら
、
や
む
を
得
ず
蜂
起
し
た
も
の
で
す
。

※
現
代
訳
よ
り
抜
粋　

く
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

あ
ま
り
に
も
有
名
だ
。
そ
の
理
由
は
、
原

城
が
高
さ
三
十
一
メ
ー
ト
ル
の
断
崖
に
築

か
れ
た
、
周
囲
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お

よ
ぶ
巨
大
な
城
だ
っ
た
こ
と
。
戦
国
の
世

が
終
わ
り
、
戦
に
不
慣
れ
だ
っ
た
大
名
た

ち
の
力
量
不
足
が
関
係
し
た
と
も
考
え
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、一
揆
勢
に
と
っ
て
最

強
の
武
器
は
、
銃
で
も
刀
で
も
弓
矢
で
も

な
く
石
だ
っ
た
。

　
草
木
が
青
々
と
茂
り
、
対
岸
に
天
草
諸

島
を
望
む
原
城
跡
。
か
つ
て
こ
こ
を
砦
に

し
な
が
ら
、
平
穏
な
暮
ら
し
を
求
め
て

散
っ
て
い
っ
た
人
た
ち
が
い
た
。
資
料
を

通
じ
て
彼
ら
の
死
闘
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、

切
な
さ
が
胸
に
込
み
上
げ
て
く
る
。

有馬キリシタン遺産
記念館

南島原市南有馬町乙1395
TEL.0957-85-3217
開館時間／9時～18時

休館日／木曜、12月29日～1月3日
入館料／大人300円、

高校生200円、小中学生150円

発掘調査状況の一部を型取りし、
再現したレプリカ（実物大）。本丸へ
の最初の入口になる正門付近にあ
たり、調査前は石垣がまったく見え
ない状態だった。一揆が終息した
直後に二度と拠点にならないよう、
幕府軍が破壊したと思われる。キリ
シタン遺物や人骨が出土している。

※
令
和
八
年
度
中
に
新
た
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
を
オ
ー
プ

　
ン
し
ま
す
。ご
来
館
の
際
は
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

や
ぶ
み

有馬晴信木像（複製）

日野江城跡出土品・金箔瓦日野江城跡出土品・中国の陶磁器（法花） 原之城乗吟味帳南蛮船 龍の飾り瓦
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籠
城
し
て
い
た
一
揆
勢
が
、火
縄
銃

の
鉛
弾
を
溶
か
し
て
作
っ
た
十
字
架

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。原
城
跡
か
ら

出
土
し
た
十
字
架
は
、ロ
ザ
リ
オ
に
付

属
す
る
も
の
が
主
体
と
なって
い
る
。

十
七
世
紀
前
半

鉛
製
の
十
字
架

原
城
跡
か
ら
多
数
出
土
し
て
お
り
、

鉄
製
も
一
部
に
は
あ
る
も
の
の
大
半

は
鉛
製
。未
使
用
の
も
の
や
実
際
の

使
用
を
示
す
よ
う
に
平
た
く
潰
れ

た
も
の
、変
形
し
た
も
の
が
出
土
し

て
い
る
。

十
七
世
紀
前
半

火
縄
銃
の
銃
弾

収
蔵
品

原
城
本
丸
か
ら
発
掘

形
な
き
城
跡
が
伝
え
る

キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
姿

キ
リ
ス
ト
教
の
聖
品
と
し
て
、聖
母
マ
リ
ア

や
キ
リ
ス
ト
な
ど
が
描
か
れ
た
金
属
製
の

メ
ダ
ル
。ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の「M

edaiha

」

が
語
源
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。原
城
跡
か

ら
出
土
し
た
メ
ダ
イ
は
主
に
真
鍮
製
。す

べ
て
楕
円
形
で
、横
両
縁
部
と
下
縁
部
に

突
起
物
が
付
く
も
の
と
付
か
な
い
も
の
に

分
け
ら
れ
る
。

十
六
世
紀
後
半 

│ 

十
七
世
紀
前
半

メ
ダ
イ
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通
常
、十
字
架
の
紐
孔
は
縦
軸
の
上
部

に
あ
る
が
、こ
の
十
字
架
は
下
部
に
穴
が

あ
け
ら
れ
て
い
る
。キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の

十
字
架
は
ロ
ザ
リ
オ
に
付
く
十
字
架
と

吊
し
用
の
十
字
架
が
あ
る
と
さ
れ
、ロ
ザ

リ
オ
に
付
く
場
合
は
上
下
が
逆
方
向
に

な
る
。こ
の
十
字
架
も
ロ
ザ
リ
オ
に
取
り

付
け
ら
れ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。

十
六
世
紀
後
半 

│ 

十
七
世
紀
後
半

十
字
架

特
徴
は
キ
リ
ス
ト
教
を
象
徴
す
る
花

十
字
文
様
。当
時
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
、

〝
聖
性
〞を
帯
び
た
遺
物
と
し
て
認
識

し
信
仰
用
具
と
し
て
使
用
。一
揆
勢

が
原
城
に
持
ち
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

長
崎
、島
原
半
島
、大
村
な
ど
各
地
で

出
土
し
て
い
る
。

十
六
世
紀
末 

│ 

十
七
世
紀
初

花
十
字
紋
瓦

島
原・天
草
一
揆
の
際
に
使
用
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。幕
府
軍
の
記
録
に

は
、江
戸
か
ら
大
量
の
武
器
や
弾
薬

を
送
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、原

城
に
向
け
て
激
し
い
砲
撃
や
射
撃
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

十
七
世
紀
前
半

砲
弾
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島
原・天
草
一
揆
勃
発
か
ら
原
城
落

城
ま
で
を
描
い
た
絵
図
。平
戸
藩
主

が
描
か
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。本

丸
部
分
に
は
、〝
益
田
四
郎
家
〞の
記

述
が
あ
り
、一
揆
勢
の
総
大
将・益
田

四
郎（
天
草
四
郎
）が
い
た
こ
と
が
分

か
る
。ま
た
、蓮
池
付
近
に
は
、一
揆

勢
が
投
げ
た
と
思
わ
れ
る
臼
や
茶
わ

ん
、鍋
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。

原
城

包
囲
陣
型
図

96

江
戸
時
代
前
期 

近
藤
氏
所
蔵

寄
託
・
南
島
原
市
教
育
委
員
会
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原
城
跡

関
連
資
産 

③

原
城
は
一
五
九
九
年
頃
か
ら
一
六

〇
四
年
頃
に
か
け
て
、有
馬
晴
信

に
よって
築
か
れ
た
城
郭
。本
丸
は

石
垣
に
囲
ま
れ
、織
田
信
長
や
豊

臣
秀
吉
の
時
代
に
流
行
し
た
石
積

み
技
術
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、有

馬
氏
に
代
わ
っ
て
新
し
く
領
主

と
な
っ
た
松
倉
氏
が
島
原
へ
居

城
を
移
し
、
原
城
は
廃
城
と

な
っ
た
。
現
地
で
は
、本
丸
跡
の

一
部
を
V
R
で
再
現
。ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
て
当
時
の

様
子
を
体
感
で
き
る
。
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そ
の
昔
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
が
置

か
れ
た
と
さ
れ
る
場
所
は
、
現

在
の
南
島
原
市
北
有
馬
町
に
あ

た
る
。
南
島
原
市
で
は
、
二
〇

一
二
年
か
ら
地
元
の
中
学
生
を

対
象
に
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
授
業
を

再
現
し
て
い
る
。
授
業
を
体
験

し
た
中
学
生
の
中
か
ら
四
人
を

イ
タ
リ
ア
へ
派
遣
。
バ
チ
カ
ン

を
訪
問
す
る
際
に
は
、
四
百
年

以
上
前
に
少
年
た
ち
が
身
に
つ

け
て
い
た
装
束
と
同
じ
か
た
び

ら
姿
に
な
り
、
ロ
ー
マ
教
皇
に

も
謁
見
す
る
と
い
う
。

　
十
二
月
、
北
有
馬
の
ま
ち
は

戦
国
時
代
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
再

現
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
フェス
テ
ィ

ビ
タ
ス　
ナ
タ
リ
ス
」
と
と
も

に
華
や
か
な
光
に
彩
ら
れ
る
。

天
正
遣
欧
使
節
を
含
む
行
列
が

松
明
を
手
に
練
り
歩
く
「
南
蛮

行
列
」、
巨
大
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
の
点
灯
式
な
ど
、
手
作
り

の
祭
り
を
通
じ
て
ふ
る
さ
と
の

歴
史
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

（
撮
影
協
力
：
南
島
原
市
冬
の

お
祭
り
実
行
委
員
会
）

受
け
継
が
れ
る
心 

⑤

南
島
原
か
ら
ロ
ーマへ

歴
史
を
た
ど
る

現
代
の
天
正
遣
欧
使
節

受け継がれる心 ⑤
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受け継がれる心 ⑥

102

　

島
原
の
郷
土
料
理
と
い
え
ば
「
具
雑
煮
」
。

丸
餅
、
白
菜
、
ゴ
ボ
ウ
、
シ
イ
タ
ケ
、
か
ま

ぼ
こ
…
と
、
色
と
り
ど
り
の
具
材
が
ひ
し
め

く
一
品
は
家
庭
料
理
と
し
て
、
ま
た
お
も
て

な
し
料
理
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

具
雑
煮
の
発
祥
は
「
島
原
・
天
草
一
揆
」

と
い
わ
れ
て
い
る
。
圧
政
、
凶
作
、
飢
饉
に

苦
し
ん
で
い
た
島
原
・
天
草
の
人
々
は
一
六

三
七
年
、
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
原
城
に
立

て
籠
も
っ
た
。
そ
の
数
、
三
万
七
千
人
。
彼

ら
は
わ
ず
か
十
五
歳
の
天
草
四
郎
の
も
と
、

八
十
八
日
間
に
わ
た
っ
て
籠
城
を
続
け
た
。

こ
の
時
、
様
々
な
食
材
を
煮
炊
き
し
て
作
っ

た
の
が
具
雑
煮
の
始
ま
り
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
。
皆
に
愛
さ
れ
る
郷
土
の
味
は
、
命
懸
け

の
戦
い
の
中
で
人
々
の
心
を
温
め
た
特
別
な

料
理
で
あ
っ
た
。

撮
影
協
力
：
元
祖 

具
雑
煮 

姫
松
屋（
島
原
市
）

受
け
継
が
れ
る
心 

⑥

戦
い
の
中
で

生
ま
れ
た
具
雑
煮
は

今
や
、郷
土
の
誇
り

103



104

雲
仙
地
獄

長
崎
と
上
海
を
結
ぶ
航
路
が
開
か
れ

て
い
た
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
、西
洋
人
に
人
気
の
避
暑
地
で

も
あ
っ
た
雲
仙
温
泉
街
。雲
仙
地
獄

は
そ
の
中
心
部
に
位
置
し
、大
叫
喚

地
獄
や
お
糸
地
獄
、清
七
地
獄
な
ど

三
十
余
り
の
地
獄
か
ら
な
る
。江
戸

時
代
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
の
舞
台

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、殉
教
碑
も
建
立

さ
れ
て
い
る
。
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南島原オルレ
潮風を感じながら
　　  絶景に出会う

営
み
に

出
会
う

旅　

③

南

営みに出会う旅 ③

島
原
市
で
近
年
、
注
目
さ
れ
て

い
る
オ
ル
レ
。
韓
国
・
済
州
島

の
言
葉
で
「
通
り
か
ら
家
に
通
じ
る
狭
い

路
地
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
オ
ル
レ
は
自

然
を
身
近
に
感
じ
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽

し
み
な
が
ら
歩
く
の
が
魅
力
の
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
の
こ
と
。
地
図
を
見
な
く
て
も
矢
印

や
リ
ボ
ン
を
目
印
に
歩
く
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
い
つ
で
も
誰
で
も
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
。

　
ス
タ
ー
ト
は
、
気
持
ち
の
良

い
潮
風
が
吹
く
口
之
津
港
。

口
之
津
港
は
一
五
六
二
年
に

領
主
・
有
馬
義
直
に
よ
っ
て

貿
易
港
と
し
て
開
港
以
来
、
キ

リ
ス
ト
教
布
教
と
南
蛮
貿
易
の
中
心
と
し

て
栄
え
た
歴
史
を
持
つ
場
所
。
港
に
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
船
で
口
之
津
港
に
来
航
し
、
有

馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
設
置
や
天
正
遣
欧
使
節

の
派
遣
な
ど
に
尽
力
し
た
ヴ
ァ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
神
父
の
銅
像
が

建
っ
て
い
る
。

　
港
を
出
て
、
昔
な
が
ら
の

商
店
街
や
住
宅
街
を
歩
く
。

今
回
一
緒
に
歩
い
て
く
れ
る
の
は

中
尾
春
菜
さ
ん
。
福
岡
県
か
ら

南
島
原
市
に
移
住
し
て
十
九

年
、
ま
さ
に
こ
の
地
域
に
魅

せ
ら
れ
た
人
だ
。「
こ
の
先
か

ら
道
が
狭
く
な
り
ま
す
よ
」
と

中
尾
さ
ん
が
指
さ
す
方
は
、
案
内
さ
れ
な

け
れ
ば
分
か
ら
な
い
よ
う
な
細
い
路
地
。

こ
う
し
た
普
段
は
出
会
え
な
い
よ
う
な
道

を
歩
く
の
も
オ
ル
レ
な
ら
で
は
。

　
住
宅
街
か
ら
山
道
へ
と
入
り
、
ど
ん
ど

ん
上
っ
て
ゆ
く
。
す
る
と
突
如
目
の
前
が

開
け
た
。
畑
の
広
が
る
先
に
は
、
野
田
堤

と
烽
火
山
。
前
半
の
見
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ

だ
。
標
高
約
九
十
メ
ー
ト
ル
の
烽
火
山
の

頂
上
に
は
、
平
安
時
代
に
大
宰
府
に
外
敵

な
ど
の
情
報
を
伝
達
す
る
手
段
と
し
て
の

の
ろ
し
釜
が
整
備
さ
れ
た
と
い
う
。「
秋

に
は
こ
の
辺
り
は
一
面
レ
タ
ス
が
植
え
ら

れ
、
き
れ
い
で
す
よ
」
と
中
尾
さ
ん
。
ポ

ル
ト
ガ
ル
船
が
渡
っ
て
き
た
海
と
か
つ
て

烽
火
が
上
げ
ら
れ
た
山
、
そ
し
て
手
入
れ

さ
れ
た
畑
。
そ
こ
に
は
連
綿
と
続

く
人
々
の
営
み
が
ま
る
で
一

枚
の
絵
の
よ
う
に
広
が
っ
て

い
た
。

の
だ
つ
つ
み

の
ろ
し
や
ま

この辺
りは、畑

のあぜ道を歩いて進んでゆく。野田
堤は1

6世紀後半に造られた人工のため池。
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素朴さと
雄大さを感じる
癒しスポット

107

な
か
お
は
る
な



コ

営みに出会う旅 ③

営
み
に

出
会
う

旅　

③

の
む
き

ー
ス
の
中
に
は
様
々
な
絶
景

ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
が
「
幻
の

野
向
の
一
本
松
」
も
そ
の
一
つ
。
昔
は

大
き
な
古
い
松
の
木
が
あ
っ
た
そ
う
だ

が
、
今
は
残
念
な
が
ら
枯
れ
て
し
ま
い
、

そ
の
代
わ
り
に
桜
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
遠
く
は
天
草
の
島
々
ま
で

見
渡
す
こ
と
が
で
き
、
写
真
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
も
人
気
だ
。

　
次
は
海
沿
い
を
目
指
し
て
歩
く
。
瀬

詰
崎
灯
台
か
ら
の
景
色
を
堪
能
し
た
後

に
出
会
っ
た
の
は
、
あ
こ
う
の
群
落
。

樹
齢
三
百
年
を
超
え
る
と
い
う
巨
木
は
、

思
わ
ず
手
を
合
わ
せ
た
く
な
る
よ
う
な

神
聖
な
雰
囲
気
を
ま
と
っ
て
お
り
、
歩

き
疲
れ
た
身
体
に
サ
ラ
サ
ラ
と
い
う
葉
音
と
木
陰
が
実
に

心
地
良
い
。

　
二
十
本
ほ
ど
が
立
ち
並
ぶ
あ
こ
う
の
木
の
そ
ば
に
は
早

崎
漁
港
が
あ
る
。
中
尾
さ
ん
は
「
実
は
私
の
自
宅
は
こ
の

す
ぐ
そ
ば
で
、
こ
の
漁
港
に
は
よ
く
仕
事
終
わ
り
に
釣
り

を
し
に
来
ま
す
。
近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た

ち
と
晩
ご
飯
を
釣
る
ん
で
す
よ
」
と
笑
う
。

　
仲
の
良
い
友
人
に
会
う
た
め
に
足
を
運
ん

だ
の
が
南
島
原
に
来
た
最
初
だ
っ
た
と
話
す

中
尾
さ
ん
。「
移
住
の
決
め
手
は
、
皆
が
受

け
入
れ
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
例
え
ば
高
齢

者
の
方
の
荷
物
を
持
つ
な
ど
、
私
に
と
っ
て
は
当
た
り
前

の
こ
と
を
し
た
時
に
、こ
の
土
地
の
方
言
で
『
た
め
に
な
っ

た
』、
つ
ま
り
『
助
け
に
な
っ
た
』
と
感
謝
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
南

島
原
っ
て
、
自
分
が
知
ら
な
い
人
で
も
自
分
を
知
っ
て
い

た
り
、
誰
か
を
通
じ
て
知
り
合
い
に
な
っ
て
い
っ
た
り
す

る
ん
で
す
。
そ
れ
が
私
に
と
っ
て
は
面
白
か
っ
た
で
す
ね
。

温
か
く
て
、
皆
と
繋
が
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
」。

　
中
尾
さ
ん
は
現
在
、
南
島
原
へ
の
移
住
を
検
討
し
て
い

る
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
仕

事
を
し
て
い
る
。「
島
原
半
島
は
か
つ
て
島
原
・
天
草
一
揆

に
よ
っ
て
多
く
の
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ

の
半
島
に
は
全
国
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
か
ら
人
々
が
集
ま

り
、
半
島
の
半
分
は
”よ
そ
者
“が
暮
ら
す
ま
ち
に
な
り
ま

し
た
。
そ
う
考
え
る
と
、
島
原
半
島
は
移
住
の
最
先
端
を

い
く
場
所
な
ん
で
す
よ
」。

　
海
が
見
え
る
家
で
犬
と
猫
を

飼
い
、
家
庭
菜
園
を
楽
し
ん

で
い
る
と
話
す
中
尾
さ
ん
。

「
そ
れ
に
加
え
て
近
所
を

散
歩
す
れ
ば
、
オ
ル
レ

コ
ー
ス
に
な
る
ほ
ど
の

絶
景
が
広
が
っ
て
い
る
。

本
当
に
豊
か
な
暮
ら
し

で
す
」。

分岐点には目印となる木製の矢印がある。あこう群落

中尾春菜さん

瀬詰崎灯台
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幻の野向の一本松

南島原の人たちは
皆フレンドリーで、
すぐに仲良くなって
しまいます。
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外
海
地
区

長
崎
市

急
峻
な
地
形
を
縫
う
よ
う
に
延
び
る

国
道
二
〇
二
号
を
進
む
と
の
ど
か
な
風
景
が
広
が
る
。

こ
こ
は
か
つ
て
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
密
か
に
祈
り
を
つ
な
い
だ
場
所
。

様
々
な
苦
難
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
信
仰
を
守
り
抜
い
た
人
た
ち
や

新
天
地
を
求
め
て
海
を
渡
っ
た
人
た
ち
が
い
た
。

彼
ら
が
見
て
い
た
夕
陽
は
、今
も
な
お
大
海
原
を
美
し
く
照
ら
し
て
い
る
。

そ
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
の
里
の
営
み
を
見
守
っ
て
い
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の

原
風
景
が
残
る

H
istory

一
七
九
七
年

一
八
六
五
年

一
八
八
二
年

一
六
三
七
年

一
六
一
四
年

一
五
七
一
年

大
村
藩
と
五
島
藩
の
間
に
農
民
移
住
の
協
定
が
成
立

信
徒
発
見

ド
・
ロ
神
父
が
出
津
教
会
堂
を
建
設

島
原
・
天
草
一
揆
が
始
ま
る

江
戸
幕
府
が
全
国
に
禁
教
令
を
発
令

外
海
に
キ
リ
ス
ト
教
が
布
教
さ
れ
る

長崎市
外海地区

十
七
世
紀
以
降

イ
ナ
ッショ
様

112113

イ
ナ
ッ
シ
ョ
と
は
、イ
エ
ズ
ス
会

の
創
始
者
の一人
、イ
グ
ナ
チ

ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
の
こ
と
。潜
伏
期

に
は
、こ
の
よ
う
な
人
物
像

を
キ
リ
ス
ト
、マ
リ
ア
、聖
人

な
ど
に
見
立
て
て
信
仰
用
具

に
し
た
。瓢
箪
を
腰
に
下
げ

て
踊
る
ユ
ニ
ー
ク
な
姿
か
ら
、

も
と
も
と
は
中
国
の
仙
人
な

ど
を
象
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

長
崎
市
外
海
歴
史

民
俗
資
料
館
所
蔵
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外海から五島へ
海を渡ったキリシタンたち

長崎市
外海歴史民俗
資料館

長崎市
外海歴史民俗
資料館

Sotome
Museum

of
History and
Folklore

祈
り
を
後
世
に
つ
な
い
だ

独
自
の
信
仰
形
態

　
美
し
い
海
岸
線
に
沿
っ
て
集
落
が
点
在

し
て
い
る
外
海
地
区
。
か
つ
て
は
山
々
が

行
く
手
を
阻
ん
だ
こ
の
地
に
も
、
禁
教
期

に
信
仰
を
守
り
抜
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち

が
い
た
。
野
山
を
切
り
開
き
、
畑
を
耕
し

な
が
ら
生
活
し
て
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
に

と
っ
て
、
信
仰
と
の
深
い
結
び
つ
き
は
、

心
の
安
寧
に
つ
な
が
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
二
百
年
以
上
に
わ
た
っ
た
禁
教
期
に

は
、
耕
す
土
地
が
な
く
な
る
ほ
ど
人
口
が

増
加
し
た
時
期
が
あ
り
、
大
村
藩
と
五
島

藩
の
主
導
に
よ
る
開
拓
移
民
政
策
を
き
っ

か
け
に
、
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
五
島
列

島
な
ど
へ
移
住
し
た
。

　
外
海
歴
史
民
俗
資
料
館
は
出
津
集
落
に

あ
る
。
旧
外
海
町
の
時
代
か
ら
収
集
さ
れ

て
き
た
幅
広
い
資
料
を
通
じ
て
、
外
海
地

区
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
。
か
く
れ
キ
リ

そ
と
め

115
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バ
ス
チ
ャ
ン
と
は
、禁
教
を
境
に
不

在
に
な
っ
た
外
国
人
宣
教
師
の
代

わ
り
に
、キ
リ
シ
タ
ン
を
指
導
し

た
日
本
人
伝
道
師
。浦
上
三
番

崩
れ
の
際
に
、バ
ス
チ
ャ
ン
由
来
の

椿
の
木
が
伐
採
さ
れ
る
と
噂
さ

れ
た
た
め
、事
前
に
切
り
取
っ
て

家
々
に
分
配
さ
れ
た
。

一
八
五
六
年
以
降

バス
チ
ャン
の
椿

三
重
地
区
樫
山
の
か
く
れ
キ

リ
シ
タ
ン
の
帳
方
の
家
に
伝

承
。帳
方
の
一
族
や
近
隣
の

信
者
が
、サ
ン
タ・マ
リ
ア
像

と
し
て
信
仰
し
て
い
た
観
音

像
で
、両
手
が
欠
損
し
て
い

る
。帳
方
と
は
組
ま
た
は
帳

と
呼
ば
れ
る
、か
く
れ
キ
リ

シ
タ
ン
の
組
織
の
最
高
指
導

者
の
こ
と
。か
つ
て
外
海
に
は
、

組
あ
る
い
は
帳
が
八
つ
以
上

あ
っ
た
。

十
七
世
紀 

│ 

十
九
世
紀

ハン
タマルヤ

（
サ
ン
タ・マ
リ
ア
像
）

シ
タ
ン
信
仰
の
様
相
を
伝
え
る
貴
重
な
資

料
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は

宣
教
師
が
不
在
に
な
っ
た
後
、
信
仰
を
続

け
る
た
め
に
使
わ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
暦

「
日
繰
り
帳
」
な
ど
、
平
戸
・
生
月
の
か

く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
に
は
見
ら
れ
な
い

も
の
も
少
な
く
な
い
。
ひ
と
く
く
り
に
は

で
き
な
い
、
信
仰
の
奥
深
さ
に
ふ
れ
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
ほ
か
に
も
、
十
八
世
紀
は
じ
め
に
大
村

藩
主
が
西
彼
杵
半
島
一
帯
で
栽
培
さ
せ
た

と
い
わ
れ
る
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や
加
工
品
の

カ
ン
コ
ロ
に
ま
つ
わ
る
解
説
な
ど
、
五
島

列
島
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
展
示

も
特
色
の
一
つ
。
現
代
に
残
さ
れ
た
資
料

か
ら
、
海
を
隔
て
て
響
き
合
う
キ
リ
シ
タ

ン
た
ち
の
想
い
が
見
え
て
く
る
。

収
蔵
品

外
海
系

か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の

実
像
を
伝
え
る

浦
上・外
海・五
島
列
島・天
草
で
伝
承

さ
れ
た
オ
ラ
シ
ョ
本
の
一
種
。「
こ
ん

ち
り
さ
ん
」と
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で

〝
告
解
〞を
意
味
す
る
。神
父
不
在
の

中
、こ
の
オ
ラ
シ
ョ
を
唱
え
る
こ
と
で

罪
が
赦
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

一
六
〇
三
年  

※
昭
和
時
代
写
本

オ
ラ
ショ
本

「
今
地
里
さ
ん
」

（
こ
ん
ち
り
さ
ん
の
り
や
く
）

長崎市
外海歴史民俗資料館

長崎市西出津町2800
TEL.0959-25-1188
開館時間／9時～17時

休館日／12月29日～1月3日
入館料／一般310円、小中高生100円
※ド・ロ神父記念館の入館料含む

116117
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や
せ
た
土
地
で
も
、
栽
培
し
や
す
い
と
い

わ
れ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
。
近
年
は
品
種
が
増
え

て
、
ス
イ
ー
ツ
と
し
て
の
人
気
も
高
ま
っ
て
い

る
。
し
か
し
も
と
も
と
は
、
庶
民
の
暮
ら
し
を

支
え
る
日
常
食
。
外
海
地
区
な
ど
西
彼
杵
半

島
の
日
当
た
り
の
良
い
畑
で
も
、
古
く
か
ら

栽
培
さ
れ
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

長
崎
で
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
薄
く
ス
ラ
イ

ス
し
ゆ
で
て
、
天
日
で
乾
燥
さ
せ
た
も
の

を
”カ
ン
コ
ロ
“
と
呼
ぶ
。
素
朴
な
が
ら

も
、
甘
み
が
凝
縮
し
た
カ
ン
コ
ロ
は
長
期
保

存
が
可
能
。
保
存
食
と
し
て
重
宝
さ
れ
る
。

ま
た
、
五
島
列
島
や
西
彼
杵
半
島
な
ど
の
各

地
域
で
は
、
蒸
し
た
も
ち
米
に
カ
ン
コ
ロ
と

砂
糖
を
加
え
て
、
カ
ン
コ
ロ
餅
を
作
る
風
習

が
残
っ
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
の
食
文
化
は
、

先
人
た
ち
の
暮
ら
し
の
智
恵
か
ら
育
ま
れ
た

も
の
。
大
切
な
宝
で
あ
る
。

撮
影
協
力
：
出
津
農
楽
舎

受
け
継
が
れ
る
心 

⑦

素
朴
な
味
わ
い

大
地
を
耕
し
て
育
ん
だ

伝
統
の
保
存
食

受け継がれる心 ⑦

118119
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教
期
、
多
く
の
潜
伏
キ
リ

シ
タ
ン
が
暮
ら
し
た
外
海

地
区
。
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
キ
リ
シ

タ
ン
の
里
は
、
作
家
・
遠
藤
周
作
の

心
を
つ
か
み
、
代
表
作
『
沈
黙
』
の

舞
台
と
な
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て

い
る
。
美
し
い
夕
陽
が
沈
む
こ
と
か

ら
「
な
が
さ
き
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
」

と
も
呼
ば
れ
る
国
道
二
〇
二
号
を
走

れ
ば
、
眼
下
に
は
紺
碧
の
角
力
灘
。

そ
し
て
そ
の
向
こ
う
に
は
、
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
た
ち
が
夢
見
た
五
島
列
島

が
今
も
同
じ
姿
で
浮
か
ん
で
い
る
。

　
一
八
七
九
年
、
一
人
の
宣
教
師
が

主
任
司
祭
と
し
て
外
海
の
地
に
赴

任
し
た
。
そ
の
人
の
名
は
マ
ル
ク
・

マ
リ
ー
・
ド
・
ロ
神
父
。
す
べ
て
の

私
財
を
投
じ
、
生
涯
を
か
け
て
外
海

の
人
た
ち
に
寄
り
添
い
続
け
た
愛
の

人
だ
。

　
赴
任
し
て
最
も
驚
い
た
こ
と
は
、

田
畑
に
恵
ま
れ
な
い
厳
し
い
自
然
環

境
の
中
で
人
々
が
信
仰
だ
け
を
頼
り

に
貧
し
い
暮
ら
し
を
し
て
い
た
こ
と

だ
っ
た
。「
魂
の
救
済
だ
け
で
な
く
、

そ
の
魂
が
宿
る
人
間
の
肉
体
、
生
活

の
救
済
が
必
要
」
と
痛
感
し
た
ド
・

ロ
神
父
は
ま
ず
教
会
を
建
て
、
教
会

を
中
心
と
し
た
村
づ
く
り
を
始
め
る

こ
と
と
し
た
。

　
一
八
八
二
年
に
完
成
し
た
出
津
教

会
堂
は
ド
・
ロ
神
父
自
ら
の
設
計
に

よ
る
も
の
。
風
の
強
い
斜
面
の
台
地

に
立
つ
教
会
堂
は
低
平
で
ど
っ
し
り

と
し
な
が
ら
も
、
優
美
さ
を
た
た
え

て
い
る
。

　
祈
り
の
場
を
つ
く
っ
た
ド
・
ロ
神

父
が
次
に
手
掛
け
た
の
が
、
救
助
院

の
設
立
で
あ
る
。
教
会
の
す
ぐ
下
で

は
、
か
つ
て
の
イ
ワ
シ
網
工
場
、
マ

カ
ロ
ニ
工
場
、
薬
局
が
並
ぶ
旧
出
津

救
助
院
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
中
で
も
象
徴
的
な
建
物
が
授
産

場
だ
。
当
時
、
外
海
地
区
に
は
海
難

事
故
や
病
気
で
夫
や
息
子
を
亡
く
し

た
妻
や
母
が
多
く
、
授
産
場
は
そ
う

し
た
女
性
た
ち
や
若
い
女
性
た
ち
の

自
立
を
支
援
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ

た
。
こ
こ
で
は
ド
・
ロ
神
父
の
導
き

の
も
と
織
布
、
編
み
物
、
素
麺
、
マ

カ
ロ
ニ
、
パ
ン
、
茶
、
醤
油
や
味
噌

の
醸
造
な
ど
、
様
々
な
授
産
事
業
が

展
開
さ
れ
、
女
性
た
ち
は
信
仰
と
と

も
に
生
活
の
糧
を
得
た
の
だ
っ
た
。

禁

出津教会堂の屋根の上に立つマリア像は、
ド・ロ神父がフランスから取り寄せたものだという。

営みに出会う旅 ④

す
も
う
な
だ

出津集落 をめぐる
ド・ロ神父の愛が語り継がれる

営
み
に

出
会
う

旅　

④

し

つ

121
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・
ロ
神
父
の
設
計
に
よ

る
授
産
場
の
建
物
は
当

時
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
見
上

げ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
取
り
寄

せ
た
鋳
鉄
製
の
金
物
や
鉄
の
ボ
ル

ト
が
見
え
、
こ
の
建
物
が
西
洋
と

日
本
の
技
術
の
融
合
で
出
来
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

　
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
シ
ス

タ
ー
の
赤
窄
誠
子
さ
ん
は
、
醤
油

や
味
噌
を
保
管
す
る
地
下
の
貯
蔵

庫
や
西
洋
風
の
ド
ア
、
道
具
の

数
々
は
す
べ
て
当
時
の
も
の
だ
と

教
え
て
く
れ
た
。
中
に
は
ド
・
ロ

神
父
考
案
の
カ
ン
コ
ロ
切
り
機
や

素
麺
延
し
機
と
い
っ
た
自
作
の
機

械
も
あ
り
、
生
産
性
向
上
の
た
め

に
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
た
こ
と

が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
貴
族
の
家
に
生
ま

れ
た
ド
・
ロ
神
父
は
幼
い
頃
よ
り

高
い
教
育
を
受
け
、
農
業
、
印
刷
、

医
療
、
土
木
、
建
築
…
と
、
多
岐

に
わ
た
る
技
術
を
身
に
つ
け
た
。

そ
し
て
、
そ
の
す
べ
て
を
外
海
地

区
の
人
々
の
た
め
に
使
っ
た
。
赤

窄
シ
ス
タ
ー
は
「
神
父
様
は
次
々

に
ご
自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
カ
タ
チ

に
す
る
の
が
楽
し
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
女
性
た
ち

や
村
人
た
ち
の
暮
ら
し
が
少
し
ず

つ
豊
か
に
な
り
、
彼
ら
の
表
情
が

生
き
生
き
と
し
て
く
る
。
そ
れ
が

生
き
甲
斐
と
な
り
、
ま
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
る
。
こ
う
し
た
道
具
を

見
て
い
る
と
、
神
父
様
ご
自
身
が

喜
び
、
楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
」。

　
主
に
女
性
た
ち
の
生
活
の
場
に

使
わ
れ
た
と
い
う
二
階
に
上
が
る

と
、
一
台
の
オ
ル
ガ
ン
が
目
に

入
っ
た
。
こ
れ
は
ド
・
ロ
神
父
が

出
津
教
会
堂
の
献
堂
を
祝
し
て

贈
っ
た
「
ハ
ル
モ
ニ
ュ
ウ
ム
オ
ル

ガ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
、
当
時
最
先

端
の
高
級
オ
ル
ガ
ン
。
一
九
六
八

年
ま
で
、
毎
日
の
ミ
サ
で
使
わ
れ

て
い
た
と
い
う
。「
今
も
弾
く
こ

と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
」
と
赤
窄

シ
ス
タ
ー
が
奏
で
て
く
れ
た
の
は

讃
美
歌
「
い
つ
く
し
み
深
き
」。

響
き
渡
る
重
厚
で
美
し
い
音
色
が

心
の
奥
ま
で
染
み
渡
っ
た
。

ド

営みに出会う旅 ④

ド・ロ神父は日々の記録を金銭の出し入れを中心に、日誌形式で
記入していた。こうした日誌が19冊残っているという。文字に几帳
面さがうかがえる。

ド・ロ
神
父
か
ら

贈
ら
れ
た

美
し
き
音
色

営
み
に

出
会
う

旅　

④

あ
か
さ
こ
せ
い
こ

日本で初めてパスタが作られたマカロニ工場。当時、ここでは長
崎の居留地に暮らす外国人からの注文を受けて、ド・ロ神父のレ
シピで女性たちがマカロニを製造していた。
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営みに出会う旅 ④

長崎市西出津町2696-1　TEL.0959-25-1002
開館時間／火～土曜9時～17時（最終受付16時30分）、
　　　　　日曜（8/15、11/7、12/25）11時～17時
休　館　日／月曜（祝日の場合は翌日）、12/29～1/3
入　館　料／大人400円、中高生250円、小学生200円

ワ
シ
網
工
場
と
し
て
建

て
ら
れ
た
建
物
は
現
在
、

「
長
崎
市
ド・ロ
神
父
記
念
館
」に

な
っ
て
お
り
、
神
父
に
ま
つ
わ
る

あ
ら
ゆ
る
物
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

印
象
に
残
っ
た
の
は
、
神
父
考
案

の
洋
式
作
業
衣
。
フ
ラ
ン
ス
風
の

デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
作
業
衣

は
機
能
的
で
あ
り
な
が
ら
オ
シ
ャ

レ
で
、
こ
れ
を
着
て
立
ち
働
く
救

助
院
の
女
性
た
ち
も
嬉
し
かった
の

で
は
な
か
ろ
う
か
と
想
像
で
き
る
。

　
赤
窄
シ
ス
タ
ー
は
、
ド
・
ロ
神

父
は
厳
し
く
も
明
る
く
、
楽
し
い

方
だ
っ
た
よ
う
だ
と
話
す
。
「
神

父
様
が
亡
く
な
っ
て
百
年
近
く
が

経
ち
、
直
接
関
り
を
も
っ
た
方
は

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
。
た
だ
こ

の
地
域
に
は
、
先
祖
か
ら
神
父
様

の
お
話
を
聞
い
て
育
っ
た
人
た
ち

が
い
ま
す
。
そ
の
方
た
ち
の
話
を

聞
い
て
い
る
と
、
皆
が
神
父
様
に

対
し
て
限
り
な
い
感
謝
を
し
て
い

る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
」
。

　
授
産
場
の
二
階
に
は
、
三
体
の

御
像
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内

の
一
体
、
幼
子
を
抱
い
た
像
は

ド
・
ロ
神
父
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
日

本
へ
渡
る
際
に
、
自
ら
持
参
し
た

も
の
だ
と
い
う
。「
こ
の
御
像
の

方
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
施
設

を
つ
く
っ
た
司
祭
と
し
て
知
ら
れ

て
お
り
、
ド
・
ロ
神
父
が
大
変
尊

敬
し
て
い
た
方
だ
と
聞
い
て
い
ま

す
」。
ド
・
ロ
神
父
は
若
き
日
に
決

意
し
た
「
か
よ
わ
き
人
々
の
た
め

に
」
と
い
う
思
い
を
亡
く
な
る
ま

で
貫
い
た
。
二
十
八
歳
で
来
日
し

た
彼
は
そ
の
後
、一
度
も
故
郷
の

土
を
踏
む
こ
と
な
く
、
七
十
四
年

の
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
、
人
々
の

た
め
に
尽
く
し
た
。
ド
・
ロ
神
父

は
今
、
自
身
が
九
年
の
歳
月
を
か

け
て
外
海
の
信
者
た
ち
の
た
め
に

造
っ
た
共
同
墓
地
に
眠
っ
て
い
る
。

イ

集落でよく見られる壁は
赤土に石灰を混ぜたも
のを接合材として用いて、
地域で産出される岩を
積み上げた丈夫なもの。
ド・ロ神父が考案したこと
から「ド・ロ壁」と呼ばれ、
親しまれている。

す
べ
て
は

か
よ
わ
き
人
々
の
た
め
に
…

旧出津救助院

長崎市西出津町2633　TEL.0959-25-1081
開館時間／9時～17時　休館日／年末年始（12/29～1/3）
入　館　料／大人310円、小中高生100円

長崎市
ド・ロ神父記念館

長崎市西出津町2602
TEL.095-823-7650（インフォメーションセンター）
※見学は事前連絡が必要です。
　インフォメーションセンターのホームページよりお申込みください。
　（http://kyoukaigun.jp）

出津教会堂

営
み
に

出
会
う

旅　

④

ド・ロ
神
父
考
案
の
救
助
院
の
制
服

（
長
崎
市
ド・ロ
神
父
記
念
館
所
蔵
）

ド・ロ
神
父
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
持
参
し
た
貧
者
の
父・ヴ
ィ
ン
セ
ン
シ
オ・ア・パ
ウ
ロ
像

（
長
崎
市
ド・ロ
神
父
記
念
館
所
蔵
）

ド・ロ神父像
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大
野
教
会
堂

関
連
資
産 

外
海
の
大
野
集
落

ド・ロ
神
父
が
一
八
九
三
年
に
建
設
し
た
小
規

模
な
巡
回
教
会
。こ
の
地
方
の
伝
統
的
な
民
家

建
築
の
技
術
と
西
洋
技
術
を
融
合
し
た
建
物

は
見
ご
た
え
が
あ
る
。地
元
産
の
石
を
、赤
土
に

石
灰
を
混
ぜ
た
漆
喰
で
固
め
た「
ド・ロ
壁
」を
、

北
側
の
玄
関
前
に
設
置
し
て
風
よ
け
に
し
て
い
る
。
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五
島
列
島

長
崎
港
の
西
方
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ルに
浮
か
び

大
小
百
五
十
二
の
島
々
か
ら
な
る
五
島
列
島
は
、

日
本
と
大
陸
が
交
易
を
行
って
い
た
時
代
か
ら
、

重
要
な
中
継
基
地
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

雄
大
な
島
に
迎
え
入
れ
ら
れ
て
き
た
た
く
さ
ん
の
人
々
。

そ
の
中
に
は
、外
海
か
ら
移
住
し
て
き
た
キ
リ
シ
タ
ン
も
い
た
。

心
安
ら
ぐ祈

り
の
島

H
istory

一
七
九
七
年

大
村
藩
の
農
民
が
福
江
島
の
六
方
の
浜
に
上
陸
す
る

一
八
六
八
年

久
賀
島
の
牢
屋
の
窄
事
件
か
ら
五
島
崩
れ
が
始
ま
る

一
八
七
三
年

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
る

一
六
一
四
年

江
戸
幕
府
が
全
国
に
禁
教
令
を
発
令

一
五
九
七
年

一
五
六
六
年

二
十
六
聖
人
の
一
人
、
五
島
出
身
の
ヨ
ハ
ネ
五
島
が
西
坂
の
丘
で
殉
教

五
島
に
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
来
。
五
島
最
初
の
教
会
が
奥
浦
に
建
つ

五島列島

明
末
か
ら
清
初
め
に
製
作
さ
れ
た
中
国・

徳
化
窯
の
白
磁
の
像
。病
弱
だ
っ
た
奈
留

島
の
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
、本
像
を
入
手

し
拝
ん
だ
と
い
う
。「
マ
リ
ア
観
音
」と
一

般
的
に
知
ら
れ
る
像
は
、潜
伏
期
に
は
ハン

タ
マ
ル
ヤ（
サ
ン
タ・マ
リ
ア
）と
称
さ
れ
外
海

や
五
島
列
島
に
伝
わ
っ
た
。浦
上
三
番
崩

れ
の
没
収
品（
長
崎
奉
行
所
旧
蔵
品
）の

中
に
も
多
数
見
ら
れ
る
。

十
七
世
紀

ハン
タマルヤ

（
サ
ン
タ・マ
リ
ア
像
）
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堂
崎
天
主
堂
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リ
シ
タ
ン
資
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所
蔵

寄
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五
島
市
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異なる文化や風習が
万華鏡のように混ざり合う

五島観光歴史 資料館 Goto
Kanko
History
Museum

信
仰
を
つ
な
い
だ

外
海
の
移
住
者
た
ち

　
”祈
り
の
島
“
と
し
て
知
ら
れ
る
五
島
列
島

に
は
、
五
十
余
り
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
堂
が

存
在
す
る
。
島
民
の
六
人
か
ら
七
人
に
一
人
が

カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
と
い
わ
れ
、
豊
か
な
自
然
と

島
内
で
た
び
た
び
出
会
う
教
会
堂
が
織
り
な
す

素
朴
な
美
し
さ
に
息
を
の
む
。

　
五
島
列
島
に
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
来
し
た
の
は

一
五
六
六
年
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が

鹿
児
島
へ
上
陸
し
て
か
ら
、
す
で
に
十
七
年

の
月
日
が
経
っ
て
い
た
。
な
ぜ
宣
教
師
た
ち
は
、

こ
の
遠
く
離
れ
た
島
に
や
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う

か
。
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
っ
た
の
は
、
当
時
五

島
地
域
を
治
め
て
い
た
宇
久
純
定
だ
っ
た
。
西

洋
医
療
に
関
心
が
あ
っ
た
純
定
は
宣
教
師
た
ち

と
接
触
。
や
が
て
医
師
で
も
あ
る
宣
教
師
ル
イ

ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
と
日
本
人
修
道
士
ロ
レ

ン
ソ
了
斎
が
島
に
招
か
れ
、
布
教
が
広
ま
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
キ

リ
シ
タ
ン
大
名
が
生
ま
れ
二
千
人
以
上
の
島
民

が
受
洗
し
た
が
、
穏
や
か
な
島
々
に
も
禁
教
の

波
が
押
し
寄
せ
る
。

　
禁
教
を
境
に
一
旦
途
絶
え
た
と
さ
れ
る
五
島

の
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
は
、
外
海
か
ら
海
を
渡
っ

て
き
た
人
々
に
よ
っ
て
復
活
を
遂
げ
た
。
一
七

九
七
年
、
最
初
の
移
住
者
が
た
ど
り
着
い
た
の

は
、
福
江
島
に
あ
る
六
方
の
浜
だ
っ
た
。
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
と
い
わ

れ
、
農
耕
な
ど
で
生
計
を
立
て
な
が
ら
密
か
に

祈
り
を
続
け
た
。
ま
た
、
移
住
し
た
人
た
ち
に

土
地
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
知
る
と
、
外
海
地

方
か
ら
の
移
住
者
は
続
々
と
増
え
、
そ
の
数
は

三
千
人
以
上
に
の
ぼ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
時
は
流
れ
江
戸
時
代
後
期
。
異
国
の
船
が
五

島
灘
を
往
来
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
幕
府
が
海

岸
防
衛
の
た
め
に
許
可
を
出
し
た
こ
と
か
ら
、

五
島
氏
は
念
願
だ
っ
た
福
江
城
（
石
田
城
）
を

築
城
し
た
。
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
立
派
な
海

城
は
、
場
内
に
台
場
（
砲
台
）
が
設
け
ら
れ
た

と
い
う
。
し
か
し
、
築
城
か
ら
わ
ず
か
九
年
。

明
治
維
新
に
移
行
す
る
と
城
郭
解
体
の
指
令
が

出
さ
れ
る
。

　
か
つ
て
の
城
郭
内
に
佇
む
五
島
観
光
歴
史
資

料
館
は
、
福
江
港
か
ら
徒
歩
十
分
の
距
離
に
位

置
す
る
。
お
堀
の
向
こ
う
に
見
え
る
天
守
閣
を

模
し
た
建
物
に
は
、
五
島
列
島
に
お
け
る
キ
リ

シ
タ
ン
信
仰
の
歴
史
に
加
え
て
、
古
代
の
暮
ら

し
や
五
島
の
遺
跡
、
遣
唐
使
と
倭
寇
、
五
島
藩

に
ま
つ
わ
る
解
説
な
ど
、
主
に
福
江
島
に
関
す

る
幅
広
い
資
料
を
展
示
。
福
江
城
が
あ
っ
た
頃

の
町
並
み
を
再
現
し
た
模
型
も
あ
る
。
当
時
の

石
垣
を
除
い
て
、
幻
の
よ
う
に
姿
を
消
し
て
し

ま
っ
た
海
城
の
雄
姿
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

　
近
年
、
福
江
島
は
若
い
人
た
ち
に
人
気
の
移

住
先
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
五
島
観
光

歴
史
資
料
館
の
館
長
・
松
﨑
義
治
さ
ん
は
、
そ

ん
な
福
江
島
の
特
色
に
つ
い
て
「
小
さ
な
島
の

中
で
長
い
時
間
を
か
け
て
醸
成
さ
れ
て
き
た
異

な
る
宗
教
や
文
化
、
風
習
が
ま
る
で
万
華
鏡
の

よ
う
に
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
存
在
し
て
い
ま

す
」
と
語
る
。
「
当
館
で
も
福
江
島
や
五
島
列

島
の
特
色
を
凝
縮
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
万

華
鏡
を
の
ぞ
く
よ
う
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
」
。

130

多
様
な
歴
史
を

福
江
城
の
城
跡
で
学
ぶ

か
た

む

す
み

く

さ
だ

う

五島市

五島観光歴史
資料館

131



シ
タ
ン
信
仰
の
歴
史
に
加
え
て
、
古
代
の
暮
ら

し
や
五
島
の
遺
跡
、
遣
唐
使
と
倭
寇
、
五
島
藩

に
ま
つ
わ
る
解
説
な
ど
、
主
に
福
江
島
に
関
す

る
幅
広
い
資
料
を
展
示
。
福
江
城
が
あ
っ
た
頃

の
町
並
み
を
再
現
し
た
模
型
も
あ
る
。
当
時
の

石
垣
を
除
い
て
、
幻
の
よ
う
に
姿
を
消
し
て
し

ま
っ
た
海
城
の
雄
姿
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

　
近
年
、
福
江
島
は
若
い
人
た
ち
に
人
気
の
移

住
先
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
五
島
観
光

歴
史
資
料
館
の
館
長
・
松
﨑
義
治
さ
ん
は
、
そ

ん
な
福
江
島
の
特
色
に
つ
い
て
「
小
さ
な
島
の

中
で
長
い
時
間
を
か
け
て
醸
成
さ
れ
て
き
た
異

な
る
宗
教
や
文
化
、
風
習
が
ま
る
で
万
華
鏡
の

よ
う
に
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
存
在
し
て
い
ま

す
」
と
語
る
。
「
当
館
で
も
福
江
島
や
五
島
列

島
の
特
色
を
凝
縮
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
万

華
鏡
を
の
ぞ
く
よ
う
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
」
。

外
海
や
五
島
で
は
、死
者
に
バ
ス

チ
ャ
ン
の
椿
の
木
片
を
削
っ
た
も

の
や
、聖
人
等
の
着
物
の
一
部
と

さ
れ
る
裂（
布
）の
糸
を
抜
き
お

土
産
と
し
て
持
た
せ
た
。裂
に
は

夏
物
の
麻
素
材
と
冬
物
の
綿
入

れ
が
あ
り
、季
節
に
応
じ
て
使
い

分
け
ら
れ
た
と
い
う
。五
島
で
は
、

赤
く
染
め
た
麻
布
を「
二
十
六
聖

人
の
御
こ
ろ
も
」と
し
て
い
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

年
代
不
明

裂（
布
）

収
蔵
品

五
島
列
島
に
伝
わ
る

か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
用
具

五島観光歴史資料館
五島市池田町1-4
TEL.0959-74-2300
開館時間／９時～17時
（６月～９月は18時閉館）

※いずれも最終入館は30分前まで
休館日／12月29日～１月３日

入館料／
一般300円、小中高生100円

五島キリシタン史展示コーナー

堂
崎
天
主
堂
キ
リ
シ
タ
ン

資
料
館
所
蔵

寄
託 ・ 

五
島
市
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新
上
五
島
町
の
有
福
に
伝
承
。外
海
や
五

島
で
は
、様
々
な
形
態
の
仏
像
等
を
聖
人

に
見
立
て
て
い
た
。

江
戸
期
か

誕
生
仏

外
海
や
五
島
の
か
く
れ
キ
リ

シ
タ
ン
が
、活
動
の
中
心
に

お
い
て
い
た
信
仰
暦
。こ
の

資
料
は
五
島
市
平
蔵
町
南

河
原
の
も
の
。外
海
で
は
日

本
人
伝
道
師
バ
ス
チ
ャ
ン
が
、

宣
教
師
ジ
ワ
ン
か
ら
日
の
繰

り
方
を
習
っ
た
と
い
う
伝
承

か
ら「
バ
ス
チ
ャ
ン
暦
」と
も

呼
ば
れ
る
。

幕
末
以
降

日
繰
り
帳

五
島
市
浦
頭
の
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
組
織
が

所
有
し
て
い
た
も
の
。ア
ワ
ビ
貝
の
内
側
の
凹
凸

に
聖
人
の
姿
を
見
出
し
て
い
た
と
の
伝
承
が
あ

り
、新
上
五
島
町
の
有
福
の
組
織
で
も
同
様
の

事
例
が
あ
る
が
、外
海
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、天
草
市
﨑
津
に
は
ア
ワ
ビ
貝
を
聖
人
に

見
立
て
た
事
例
が
あ
り
、五
島
列
島
と
天
草
地

方
の
信
仰
上
の
関
係
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
し

て
研
究
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

幕
末
以
降

ア
ワ
ビ
貝
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堂
崎
天
主
堂
キ
リ
シ
タ
ン
資
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館
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市

堂
崎
天
主
堂
キ
リ
シ
タ
ン

資
料
館
所
蔵

寄
託 ・ 

五
島
市

堂
崎
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主
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キ
リ
シ
タ
ン
資
料
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所
蔵

寄
託 ・ 

五
島
市
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五
島
藩
の
家
老
だ
っ
た
白
濱
久
太
夫
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
白
濱
微
氏
は
、

日
本
に
お
け
る
美
術
教
育
研
究
の
基

礎
を
築
い
た
人
物
。こ
の
絵
は
、青
年
時

代
に
描
き
母
校
の
福
江
小
学
校
に
寄

贈
し
た
も
の
。

福
江
小
学
校
所
蔵　
寄
託 ・ 

五
島
市

五
島
市
指
定
有
形
文
化
財

一
八
九
二
年

白
濱
微
氏
筆

犬
の
絵

五
島
藩
ゆ
か
り
の
資
料
。五
島
家

の
始
祖
は
、源
平
の
乱
を
避
け
て

五
島
列
島
最
北
端
の
宇
久
島
に

渡
り
、領
主
と
な
っ
た
宇
久
家
盛

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

年
代
不
明

裃　

衣
桁

一
八
〇
五
年
の
第
五
次
測
量
調
査
か
ら
伊
能
忠

敬
に
随
行
し
た
坂
部
貞
兵
衛
が
、伊
能
に
送
っ
た

最
後
の
手
紙
。五
島
の
西
海
岸
部
の
測
量
調
査
を

行
って
い
た
貞
兵
衛
は
、チ
フ
ス
を
患
い
亡
く
な
っ
た
。

貞
兵
衛
の
死
は
五
島
藩
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
た
と
い
う
。五
島
市
の
宗
念
寺
に
墓
が
あ
る
。

一
八
一
三
年

伊
能
家
文
書

坂
部
貞
兵
衛
の
手
紙

藩
政
時
代
の
痕
跡
と

　
　
　
　
　

郷
土
ゆ
か
り
の
人
物

136137
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受け継がれる心 ⑧

　

禁
教
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
た
四
年
後
、
五

島
を
訪
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
フ
レ
ノ
、

マ
ル
マ
ン
両
神
父
。
堂
崎
天
主
堂
の
は
じ
ま

り
は
マ
ル
マ
ン
神
父
が
建
て
た
小
聖
堂
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
二
代
目
の
主
任
司
祭
と
な
っ

た
ペ
ル
ー
神
父
が
用
地
を
拡
張
し
、
現
在
の

赤
レ
ン
ガ
造
り
の
新
聖
堂
が
完
成
。
信
徒
の

皆
さ
ん
に
よ
っ
て
大
切
に
守
り
継
が
れ
て
き

た
祈
り
の
場
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
と
し

て
も
公
開
さ
れ
て
お
り
訪
れ
る
人
々
を
広
く

迎
え
入
れ
て
い
る
。

　

館
内
に
は
二
十
六
聖
人
殉
教
者
の
一
人
、

聖
ヨ
ハ
ネ
五
島
の
聖
骨
を
展
示
。
西
坂
の
丘

か
ら
マ
ニ
ラ
に
運
ば
れ
、
そ
の
後
マ
カ
オ
に

分
骨
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン

神
父
が
大
浦
天
主
堂
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
。

五
島
の
地
に
聖
骨
が
帰
っ
て
き
た
の
は
、
こ

の
資
料
館
が
開
か
れ
た
と
き
。
長
い
旅
を
終

え
て
ふ
る
さ
と
に
た
ど
り
着
い
た
。

受
け
継
が
れ
る
心 

⑧

堂
崎
天
主
堂

美
し
い
海
岸
を
望
む

開
か
れ
た
聖
域

堂崎天主堂キリシタン資料館
五島市奥浦町2019　TEL.0959-73-0705
開館時間／９時～17時（11月11日～３月20日は16時閉館、
夏休みは18時閉館※８月13日～15日は17時まで）
休館日／12月30日～１月３日
拝観料／大人300円、中高生150円、小人100円
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久
賀
島
を

　
　

訪
ね
て

営
み
に

出
会
う

旅　

⑤

江
島
か
ら
高
速
船
や

フ
ェ
リ
ー
で
約
二
十
分
。

五
島
列
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
浮
か
ぶ

久
賀
島
は
馬
蹄
の
よ
う
な
独
特
な

形
を
し
て
お
り
、
そ
の
中
心
に
は

波
穏
や
か
な
久
賀
湾
が
広
が
っ
て

い
る
。
久
賀
島
は
五
島
列
島
の
中

で
も
三
番
目
に
大
き
な
島
で
あ
り

な
が
ら
、
人
口
は
わ
ず
か
約
二
百

七
十
人
と
、
と
て
も
静
か
な
島
だ
。

　
島
で
は
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
歴

史
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
は
じ

ま
り
は
十
八
世
紀
後
半
、
五
島
藩

が
積
極
的
に
久
賀
島
に
開
拓
移
民

を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
一
部
が
島

へ
渡
っ
て
き
た
。
彼
ら
は
在
来
の

仏
教
集
落
の
住
民
と
漁
業
や
農
業

を
と
も
に
行
い
な
が
ら
、
二
百
年

以
上
に
わ
た
っ
て
密
か
に
共
同
体

を
維
持
し
、
自
ら
の
信
仰
を
守
り

続
け
た
。

　
島
に
は
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
と
在

来
の
仏
教
集
落
の
人
々
が
協
力
し

て
開
拓
し
た
集
落
が
あ
る
。
そ
の

一
つ
、
大
開
集
落
を
訪
ね
た
。
広

大
な
土
地
を
開
墾
す
る
た
め
に
は

多
く
の
人
手
が
必
要
だ
。
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
た
ち
は
、
必
要
な
労
働

力
と
し
て
こ
の
地
に
迎
え
ら
れ
た

こ
と
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
先
住
島
民

が
開
墾
し
た
水
田
の
周
辺
の
谷
筋

を
開
拓
し
、
水
利
を
共
有
す
る
な

ど
し
て
生
活
を
営
ん
だ
と
い
う
。

緑
が
広
が
る
の
ど
か
な
風
景
に
も
、

人
々
の
生
き
る
知
恵
を
感
じ
た
。

　
島
の
中
心
で
あ
る
久
賀
地
区
に

は
旅
の
情
報
を
収
集
で
き
る
「
久

賀
島
観
光
交
流
拠
点
セ
ン
タ
ー
」

が
あ
り
、
こ
ち
ら
で
は
休
憩
も
可

能
。
島
唯
一
の
武
家
屋
敷
造
り
の

建
物
は
趣
が
あ
り
、
庭
園
も
見
ど

こ
ろ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

福

水田が広がる大開集落。潜伏キリシタンたちは、この地で密かに共
同体を維持した。久賀島はその美しい集落景観が高く評価され、
島全域が国の重要文化的景観に選定されている。

明治時代中頃に建てられた「旧藤原邸」を
再利用した久賀島観光交流拠点センター。

久賀島の玄関口・田ノ浦港。久賀島観光交流拠点センターでは、五島うどんやコーヒーが楽しめるほか、10名以上なら
島の食材が満載の和食をいただくことができる（5日前要予約、1名1500円）。

営みに出会う旅 ⑤

お
お
び
ら
き

小
さ
な
島
に
あ
ふ
れ
る

　
　

語
り
つ
く
せ
な
い
歴
史

さ
か

ひ

五島市久賀町103・104
TEL.0959-77-2115
開館時間／9時～17時

休館日／
月曜日（祝日の場合は翌日）
※12/29～1/3、7～10月は

休館日なしで開館
観覧料／無料

久賀島観光
交流拠点センター
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戸
幕
府
に
続
く
明
治
政

府
の
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧

に
よ
り
、
一
八
六
八
年
、
久
賀
島

の
信
徒
た
ち
が
捕
ら
え
ら
れ
、
残

酷
な
責
め
苦
を
受
け
た
。
二
百
名

の
信
徒
た
ち
が
押
し
込
め
ら
れ
た

の
は
、
わ
ず
か
十
二
畳
ほ
ど
の
牢

屋
。
彼
ら
は
そ
こ
で
身
動
き
す
る

こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
排
泄
さ
え
も

そ
の
場
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
こ
の
迫
害
は
八
カ
月
に

も
お
よ
び
、
四
十
二
名
の
信
徒
が

命
を
落
と
し
た
。

　
牢
屋
が
あ
っ
た
場
所
に
は
現
在

「
牢
屋
の
窄
殉
教
記
念
教
会
」
が

建
て
ら
れ
、
信
仰
の
碑
と
と
も
に

殉
教
者
の
名
が
刻
ま
れ
た
石
碑
が

並
ん
で
い
る
。
椿
の
木
に
囲
ま
れ

た
小
高
い
丘
か
ら
は
久
賀
湾
を
望

む
こ
と
が
で
き
る
が
、
信
徒
た
ち

が
真
冬
に
さ
ら
さ
れ
た
と
聞
け
ば
、

海
の
色
が
悲
し
み
に
染
ま
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。

　
島
に
は
二
〇
一
八
年
に
「
久
賀

島
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
」
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ
こ
で
管
理
人

を
務
め
て
い
る
脇
村
富
美
子
さ
ん

は
、
先
祖
が
殉
教
者
の
一
人
で
あ

る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。「
曾

祖
母
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、
牢
屋

の
番
人
の
中
に
は
優
し
い
人
も
い

た
そ
う
で
、
空
腹
の
た
め
牢
か
ら

出
し
て
と
何
度
も
頼
む
と
、『
必

ず
戻
っ
て
来
い
よ
』
と
言
わ
れ
、

出
し
て
も
ら
え
た
そ
う
で
す
。
で

も
外
に
出
て
あ
り
つ
け
た
の
は
、

畑
の
小
さ
な
芋
の
子
。
そ
れ
を
食

べ
て
命
を
つ
な
い
だ
そ
う
で
、
曾

祖
母
は
そ
の
お
か
げ
で
い
ま
私
た

ち
は
生
き
て
い
る
、
と
よ
く
話
し

て
い
ま
し
た
」。
逃
げ
出
す
と
、

さ
ら
に
ひ
ど
い
責
め
苦
を
受
け
る

と
思
っ
た
の
か
、
彼
ら
は
皆
、
再

び
牢
屋
に
戻
っ
て
い
る
。
久
賀
島

で
は
こ
れ
だ
け
の
迫
害
に
遭
い
な

が
ら
も
、
棄
教
し
た
人
は
ほ
と
ん

ど
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
教
会
堂
の
階
段
を
下
る
と
、
赤

や
白
の
椿
の
絵
が
描
か
れ
た
石
が

並
べ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
脇
村

さ
ん
の
手
に
よ
る
も
の
。「
島
を

訪
れ
た
記
念
に
な
る
よ
う
な
お
土

産
が
欲
し
い
と
い
う
声
を
聞
き
、

十
年
ほ
ど
前
か
ら
海
で
拾
っ
て
き

た
石
に
絵
を
描
い
て
、
販
売
す
る

よ
う
に
し
ま
し
た
」。
最
初
は
壮

絶
な
弾
圧
が
行
わ
れ
た
場
所
ゆ
え

に
足
が
す
く
む
よ
う
な
思
い
だ
っ

た
が
、
脇
村
さ
ん
は
こ
う
言
っ
て

笑
う
。「
私
に
と
っ
て
こ
こ
は
先

祖
が
眠
る
場
所
で
す
か
ら
怖
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
信
仰
の
原
点
で
あ

り
、
特
別
な
場
所
で
す
」。
石
の

上
に
咲
く
椿
の
花
に
、
光
を
見
た
。

江

五島市久賀町412-2
TEL.0959-77-2788

開館時間／
9時～16時30分
休館日／年末年始
入館料／300円

※入館は事前連絡を。

久賀島潜伏
キリシタン資料館

五島市久賀町大開
TEL.0959-72-3957
（福江教会）
見学時間／
9時～17時

牢屋の窄
殉教記念聖堂

営みに出会う旅 ⑤

142

こ
こ
は
先
祖
た
ち
が
眠
る

信
仰
の
原
点営

み
に

出
会
う

旅　

⑤

牢屋の窄殉教記念聖堂にて。島内めぐりの前に立ち寄りたい
「久賀島潜伏キリシタン資料館」。
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わ
き
む
ら
ふ

み

こ



営みに出会う旅 ⑤

五島市田ノ浦町263
TEL.0959-72-3957
（福江教会）
見学時間／
9時～17時

浜脇教会

入口のステンドグラスは、2枚のガラス板の間に色付きのシールを貼りつけたもの。
こうしたところに資金がなかった信徒たちの愛のある工夫が垣間見える。
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は
ま
わ
き ノ

浦
の
そ
ば
の
丘
に
建

つ
の
は
、
五
島
初
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
教
会

堂
・
浜
脇
教
会
だ
。
真
っ
白
な
教

会
堂
は
海
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で

き
、
周
囲
の
山
々
と
エ
メ
ラ
ル
ド

グ
リ
ー
ン
の
海
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
美
し
い
。

　
禁
教
の
高
札
が
撤
廃
さ
れ
る
と
、

一
八
八
一
年
、
久
賀
島
の
信
徒
た

ち
は
こ
の
地
に
木
造
の
教
会
堂
を

建
て
た
。
現
在
の
教
会
堂
は
そ
の

最
初
の
教
会
堂
の
老
朽
化
に
伴
い
、

一
九
三
一
年
に
建
て
替
え
ら
れ
た

も
の
だ
。

　
し
か
し
老
朽
化
し
た
初
代
の
木

造
の
教
会
堂
は
取
り
壊
さ
れ
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
建
て
替
え
の

際
、「
ぜ
ひ
、
教
会
堂
の
な
い
私

た
ち
の
地
区
へ
譲
っ
て
ほ
し
い
」

と
手
を
挙
げ
た
人
々
が
い
た
の
だ
。

そ
れ
が
島
の
東
岸
に
あ
る
五
輪
地

区
に
暮
ら
す
信
徒
た
ち
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
初
代
の
木
造
の
浜
脇
教

会
は
五
輪
地
区
に
移
築
さ
れ
、
以

来
、
五
十
四
年
に
わ
た
っ
て
地
域

の
人
々
の
祈
り
の
場
と
し
て
、
大

切
に
さ
れ
た
。
現
在
は
新
し
い
教

会
堂
の
隣
で
旧
五
輪
教
会
堂
と
し

て
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

　
旧
五
輪
教
会
堂
へ
は
車
を
降
り

て
、
十
分
ほ
ど
山
道
を
下
る
。
ま

さ
に
陸
の
孤
島
と
い
っ
た
感
じ
だ

が
、
当
時
の
人
々
の
移
動
手
段
が

船
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

そ
う
不
便
な
所
で
も
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。
旧
五
輪
教
会
堂
は
外

か
ら
見
る
と
民
家
を
思
わ
せ
る
よ

う
な
素
朴
な
佇
ま
い
だ
が
、
一
歩

中
へ
入
る
と
、
全
く
異
な
る
雰
囲

気
が
漂
う
。
島
の
船
大
工
た
ち
が

造
っ
た
と
い
わ
れ
る
三
廊
式
板
張

り
の
リ
ブ
・
ボ
ー
ル
ト
天
井
や
ゴ

シ
ッ
ク
風
の
祭
壇
は
教
会
建
築
の

様
式
が
見
ら
れ
、
厳
か
な
空
間
が

広
が
っ
て
い
る
。

　
旧
五
輪
教
会
堂
が
建
て
ら
れ
た

の
は
、
牢
屋
の
窄
を
は
じ
め
キ
リ

シ
タ
ン
弾
圧
時
の
殉
教
者
の
御
霊

を
鎮
め
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。

以
前
、
教
会
守
を
務
め
て
い
た
と

い
う
脇
村
さ
ん
は
、
訪
れ
た
人
に

は
必
ず
こ
う
説
明
し
た
と
話
す
。

「
こ
の
地
で
迫
害
を
受
け
て
亡
く

な
っ
た
方
々
へ
の
お
祈
り
が
染
み

込
ん
だ
教
会
で
す
」。
久
賀
島
の

人
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
今
も
祈
り

と
と
も
に
あ
る
。

田

五島市蕨町993-11
TEL.095-823-7650

（インフォメーションセンター）
見学時間／火曜～日曜8時30分～12時、

13時～16時30分教会守駐在。
※月曜日と火曜日（隔週）は自由見学。
※見学は事前連絡が必要です。
インフォメーションセンターの

ホームページよりお申込みください。
（ｈｔｔｐ：//kyoukaigun.jp）

旧五輪教会堂

受
け
継
が
れ
た

聖
な
る
祈
り
の
場

営
み
に

出
会
う

旅　

⑤

ご
り
ん
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受
け
継
が
れ
る
心 

⑨

五
島
自
慢
の
魚
は

小
さ
く
て
も

味
は
絶
品
な
り

受け継がれる心 ⑨
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き
び
な
ご
は
、
き
れ
い
な
水
の
中
で
し
か

生
き
ら
れ
な
い
た
め
、
少
し
で
も
水
か
ら
出

す
と
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
、
鮮
度
が
命
の

小
さ
な
魚
だ
。

　

五
島
で
は
昔
か
ら
盛
ん
に
漁
が
行
わ
れ
、

島
の
信
徒
た
ち
は
、
き
び
な
ご
漁
で
得
た
収

入
を
教
会
堂
の
建
設
費
用
に
充
て
た
と
い
う
。

　

き
び
な
ご
の
刺
身
「
菊
盛
り
」
は
、
銀
白

色
の
帯
が
キ
ラ
キ
ラ
と
光
り
、
ま
る
で
芸
術

品
の
よ
う
に
美
し
い
。
水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か

り
の
き
び
な
ご
は
身
が
締
ま
っ
て
い
る
た
め
、

骨
か
ら
外
れ
に
く
く
、
強
い
弾
力
が
あ
る
。

ゆ
え
に
菊
盛
り
に
す
る
に
は
手
間
が
か
か
る

が
、
味
は
格
別
。
地
元
の
漁
師
た
ち
は
仕
事

終
わ
り
に
、
き
び
な
ご
の
刺
身
で
一
杯
や
る

の
が
最
高
の
朝
ご
は
ん
だ
と
頬
を
緩
め
る
。

　

旬
は
脂
が
の
る
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
。
五
島

に
来
た
な
ら
ぜ
ひ
と
も
味
わ
い
た
い
逸
品
で
あ
る
。
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旧
野
首
教
会

構
成
資
産

野
崎
島
の
集
落
跡

外
海
か
ら
各
地
へ
広
が
っ
た
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

の
一
部
は
、神
道
の
聖
地
で
あ
っ
た
島
に
開
拓

移
住
す
る
こ
と
に
よって
、神
社
の
氏
子
と
し
て

信
仰
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジュ
し
な
が
ら
祈
り
を
つ
な

い
だ
。旧
野
首
教
会
は
、集
落
に
住
む
十
七
世

帯
の
信
者
た
ち
が
、き
び
な
ご
漁
な
ど
で
蓄
え

た
資
金
で
建
て
た
本
格
的
な
レ
ン
ガ
造
り
の
教

会
。現
在
は
教
会
と
し
て
の
役
目
を
終
え
て
い

る
が
、「
小
値
賀
諸
島
の
文
化
的
景
観
」と
し
て

国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
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頭
ヶ
島
天
主
堂

構
成
資
産

頭
ヶ
島
の
集
落

外
海
か
ら
移
住
し
た
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
中
に
は
、病

人
の
療
養
地
と
し
て
人
が
近
づ
か
な
か
っ
た
頭
ヶ
島

を
移
住
先
に
選
ん
だ
人
々
が
い
た
。解
禁
後
は
カ
ト

リ
ッ
ク
に
復
帰
。禁
教
期
に
お
け
る
指
導
者
の
屋
敷

の
近
く
に
建
て
た
の
が
、こ
の
天
主
堂
だ
っ
た
。石
材

を
使
用
す
る
こ
と
で
建
築
費
を
抑
え
た
信
徒
た
ち
。

自
ら
の
力
で
石
を
運
び
積
み
上
げ
、お
よ
そ
十
年
の

年
月
を
か
け
て
造
り
上
げ
た
。
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153 152

構
成
資
産

奈
留
島
の
江
上
集
落

（
江
上
天
主
堂
と
そ
の
周
辺
）

江
上
天
主
堂

外
海
か
ら
こ
の
地
に
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
移
住

し
て
き
た
頃
は
教
会
が
な
く
、信
徒
の
家
で
ミ

サ
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。本
格
的
な
教
会

が
建
築
着
工
さ
れ
た
の
は一九一七
年
。設
計
施

工
を
担
当
し
た
の
は
、教
会
建
築
の
名
工
と
い

わ
れ
る
鉄
川
与
助
だ
っ
た
。周
辺
に
海
や
川
が

あ
り
湿
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、通
気
を
よ
く
す

る
た
め
に
床
を
高
く
し
た
。
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海
外
交
流
の

歴
史
と

キ
リ
ス
ト
教
史

※
主
な
出
来
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
浦
上
四
番
崩
れ
、五
島
崩
れ
…
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
起
こ
っ
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
す
る
大
規
模
な
摘
発
事
件
。

一
五
五
〇
年

平
戸
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
来
航
。
ザ
ビ
エ
ル
、
平
戸
に
て
布
教

一
五
六
三
年

大
村
純
忠
が
受
洗
（
日
本
初
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
）

一
五
六
六
年

五
島
に
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
来
。
五
島
最
初
の
教
会
が
奥
浦
に
建
つ

一
五
七
一
年

外
海
に
キ
リ
ス
ト
教
が
布
教
さ
れ
る

一
五
七
九
年

巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
口
之
津
に
来
航

一
五
八
〇
年

大
村
純
忠
が
長
崎
と
茂
木
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
寄
進
。

有
馬
晴
信
が
受
洗
。
有
馬
に
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
が
建
つ

一
五
八
二
年

天
正
遣
欧
使
節
が
長
崎
を
出
発

一
五
八
七
年

豊
臣
秀
吉
が
伴
天
連
追
放
令
を
発
布

一
五
九
七
年

二
十
六
聖
人
が
西
坂
の
丘
で
殉
教

一
五
九
九
年

平
戸
で
キ
リ
シ
タ
ン
が
禁
教
に
な
る

一
六
〇
三
年

徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

一
六
〇
九
年

平
戸
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
設
置

一
六
一
四
年

江
戸
幕
府
が
全
国
に
禁
教
令
を
発
令

一
六
三
七
年

島
原
・
天
草
一
揆
が
始
ま
る
。
総
大
将
は
天
草
四
郎

一
六
四
一
年

平
戸
か
ら
長
崎
出
島
へ
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
移
転

一
六
四
四
年

国
内
最
後
の
神
父
が
殉
教
し
、
国
内
に
不
在
と
な
る
。

以
降
、
残
さ
れ
た
民
衆
は
自
分
た
ち
自
身
で
信
仰
を
続
け
る
こ
と
に
な
る

一
七
九
六
年

大
村
藩
と
五
島
藩
の
間
に
農
民
移
住
の
協
定
が
成
立

一
八
六
五
年

信
徒
発
見
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が

大
浦
天
主
堂
で
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
神
父
に
信
仰
を
告
白
す
る

一
八
六
七
年

浦
上
四
番
崩
れ
が
起
こ
る

一
八
六
八
年

久
賀
島
の
牢
屋
の
窄
事
件
か
ら
五
島
崩
れ
が
始
ま
る
。

明
治
政
府
発
足
（
明
治
元
年
）

一
八
七
三
年

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
る

一
八
八
二
年

ド
・
ロ
神
父
が
出
津
教
会
堂
を
建
設

1550～
1882

Chronology
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佐賀空港

長崎空港

五島福江空港
（五島つばき空港）

上五島空港

小値賀空港

壱岐空港

対馬やまねこ空港

大島

生月島

的山大島

九
十
九
島

平戸島

西彼杵半島

島原半島
長崎市

外海地区

生月

平戸市

五島
列島

鷹島

福江島

久賀島

若松島

中通島

宇久島

小値賀島

奈留島

壱岐島

対馬

橘湾

諫早湾

有明海

玄界灘

大村湾

対馬海峡

長
崎
自
動
車
道

長崎自
動車道

島原
鉄道

松浦鉄道 長崎
本線

佐世保線

長
崎
本
線

松
浦
鉄
道

長崎
本線

大村線

唐津

松浦

佐世保

佐賀

有田

島原外港

諫早

長崎

ハウステンボス

姪浜

伊万里

長崎県

佐賀県

福岡県

N

0 20km

長崎県
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●図録「信徒発見150周年記念事業　世界遺産推薦記念特別展
　聖母が見守った奇跡～長崎の教会群とキリスト教関連遺産～」特別展「聖母が見守った奇跡」展実行委員会
●図録「ローマを夢みた美少年　天正遣欧使節と天草四郎展」長崎歴史文化博物館編集・発行
●図録「バチカンの名宝とキリシタン文化～ローマ・長崎 信仰の証～」長崎歴史文化博物館編集・発行
●図録「鄭成功生誕400周年記念事業　鄭成功とアジアの海」松浦史料博物館・平戸オランダ商館制作
●「かくれキリシタンとは何か～オラショを巡る旅」中園成生著（弦書房）
●「南島原歴史遺産　原城跡、日野江城跡、吉利支丹墓碑を中心にキリシタン史跡をたずねて」南島原市企画・発行
●「世界遺産 キリシタンの里－長崎・天草の信仰史をたずねる－」本馬貞夫著（九州大学出版会）
●「ザビエルからはじまった日本の教会の歴史」結城了悟著（女子パウロ会）
●「長崎歴史１００人事典」長崎文献社著・発行
●「天草四郎と島原の乱」鶴田倉造著（熊本出版文化会館）
●「長崎奉行の歴史　苦悩する官僚エリート」木村直樹著（KADOKAWA）
●「五島市の教会　ポケットガイド」五島市世界遺産登録推進協議会発行
●「五島キリシタン史 伝来と信仰のあゆみ」五島市世界遺産登録推進協議会発行
●「久賀島キリシタン検挙事件　牢屋の窄のキリストの証し人」久賀島潜伏キリシタン資料館
●「旅する長崎学６ キリシタン文化 別冊 総集編 キリシタン文化の旅 長崎へのいざない」長崎文献社企画・発行
●長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産公式ホームページ
●黒島観光協会ホームページ
●林水産ホームページ　
●新上五島町観光物産協会ホームページ
●ながさき旅ネット
●長崎伝統芸能振興会ホームページ
●五島市観光サイト　五島の島たび
●おぢか島旅
●長崎市ナガジン
●平戸チャンネル
●出島公式ホームページ
●九州オルレホームページ

参考文献・参考サイト

●カトリック長崎大司教区
●松浦史料博物館
●平戸市生月町博物館・島の館
●春日集落案内所かたりな
●林水産
●長崎歴史文化博物館
●大浦天主堂 キリシタン博物館
●長崎県美術館
●国指定史跡 出島和蘭商館跡
●有馬キリシタン遺産記念館
●南島原冬のお祭り実行委員会

●元祖 具雑煮 姫松屋
●南島原市地域振興部商工観光課
●長崎市外海歴史民俗資料館
●長崎市文化観光部 文化財課
●出津農楽舎
●旧出津救助院
●長崎市ド・ロ神父記念館
●五島観光歴史資料館
●堂崎天主堂キリシタン資料館
●久賀島観光交流拠点センター
●久賀島潜伏キリシタン資料館
　　　　　　　　　（順不同）

協力

長崎県

長崎市外海歴史民俗資料館
P114

平戸市生月町博物館・島の館
P28

松浦史料博物館・平戸オランダ商館
P18

五島観光歴史資料館
P130

長崎歴史文化博物館
P50

有馬キリシタン遺産記念館
P88

大浦天主堂 キリシタン博物館
P62

長崎県美術館
P74

九州

武雄
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